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工事名称

工事場所

a　耐震設計条件

地震荷重

計算ルート

設計層間変形角

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

X方向

Y方向

X方向

1. 建物概要

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

(     )秒

第( 　 )種地盤

Z=

・ル－ト3

基準風速　(V )

地表面粗度区分

b　耐風設計条件

0 (　　  　　)　m/秒

・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ

建設地の標高

多雪区域の指定

c　耐積雪設計条件

(　　　　　　　　)　m

・ 有り ・ 無し

設計垂直積雪量 (　　  　　)　cm

特記仕様書(構造関係)
Ⅰ　建物構造概要等

2. 構造計算条件

適
用
範
囲

・建築工事特記仕様書の第4章～第7章までの工事科目

特記仕様(構造関係)の適用範囲は下記の工事種目とする。

地
4

業
工
事

1  支持力又は支持地盤 (4.3.4)(4.3.5)(4.5.4)

・杭基礎（基礎ぐいの先端の位置含む）

・図示

・直接基礎(基礎底部の位置含む)

長期設計支持力度　

・

の確認

支持地盤の位置及び種類

地盤の載荷試験(平板載荷試験)

試験掘り

※ 行う

(4.2.1)(4.2.3)(4.2.5)

(4.2.4)(4.2.5)

・ 行う

・ 行わない

試験位置及び載荷荷重

試験

２ 液状化対策 ・ 行う　(工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は図示による。)

種類等

・

地業

３ 既製コンクリート杭 (4.3.2)

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭)

・外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭)

SC杭の鋼管材料

・SKK400  ・SKK490  ・

杭先端部形状　　 (4.3.2)

施工方法 (4.3.3～4.3.5)

・開放形　・半開放形　・閉そく形　・

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.2.2)(4.3.3～4.3.5)

・セメントミルク工法 (4.3.4)

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

・1.5ｍ程度　　・

杭の支持地盤への根入れ深さ

・1.0ｍ以上　　・

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

・1/100以内　　・

寸法、継手、性能等　 (4.3.2)

上杭

中杭

下杭

杭径 杭長(m)及び種類等

(mm)

セット

上杭

中杭

下杭

長期設計支

持力(kN/本)

備 考

試験杭

本杭

材料

種類の記号 板厚(㎜)杭長(m)数

コンクリート

強度(N/mm)
2

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

杭周固定液　　

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・使用する　・使用しない

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

(4.3.5)

工法

(4.3.5)

・1/100以内　　  評定条件又は認定条件による　・

(4.3.6)杭継手工法　　

・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

施工

工法

・アーク溶接継手　

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・

杭頭の処理(切断方法)　　

・処理する　

切断方法

杭頭の中詰め材料　　

(4.3.7)

※処理しない

※基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

・

４ 鋼杭地業

・開放形　・

(4.4.2)

施工方法　　

・特定埋込杭工法

杭先端部形状

(4.4.4)

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内

工法

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.2.2)(4.4.3)(4.4.4)

(4.4.2)(表4.4.1)寸法、継手、性能等　

上杭

中杭

下杭

杭径 杭長(m)及び種類等

(mm)

セット数

上杭

中杭

下杭

長期設計支持力

　(kN/本)

備 考

試験杭

本杭

材料

種類の記号 板厚(㎜)杭長(m)

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

(4.3.5)

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

(4.4.5)杭の現場継手

・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

施工

工法

・アーク溶接継手　

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・

・

・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・

・

(4.4.6)杭頭の処理(切断方法)　　

・切断する　

切断方法

杭頭の中詰め材料　　

※切断しない

※基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

コンクリート杭地業

５ 場所打ち

  高炉セメントB種　　　・

2

コンクリートの設計基準強度　　  (　　　　)N/㎜

コンクリートの種別　　

(4.5.3)

(4.5.3)(表4.5.1)

(4.5.3)

Ｇ

鋼管巻き材料　　

・オールケーシング工法(・揺動式　・全周回転式)　(孔内の水張り　・行う　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　・使用する　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

掘削工法

・

(4.5.1)(4.5.4)(4.5.5)

構造体強度補正

・評定条件又は認定条件による

(4.5.3)

・3N/㎜   ・
2

・A種　・B種

併用する工法

セメントの種類　　

(4.5.1)(4.5.5)

鋼管径、板厚、長さ等

鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　　 (4.5.3)

・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所とし、位置は構造図(　　　　　　)による　　

測定方法　

測定箇所数及び測定位置

・行わない

・行う　　

孔壁測定 (4.5.4)(4.5.5)

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

(4.5.4)(4.5.5)

帯筋　　

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　・

(4.5.3)

(4.5.3)

・100㎜以下　・

(4.5.3)

・超音波測定器　・

・杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(mm)の補

接触部を溶接する。

強リングを3m以下の間隔で、かつ、1節につき3箇所以上入れ、リングと組立用の鉄筋との

杭の傾斜　　

・

・構造関係共通図(配筋標準図)6.2帯筋(a)④丸形(ロ)による

・

杭断面・長期許容支持力等

試験杭

本杭

軸径 セット数

(mm)

長期設計支持力

(kN/本)

備考拡底径

(mm)

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.2.2)(4.5.4)(4.5.5)

杭長

(m)

・SKK400　・SKK490　・

※ 再生クラッシャラン Ｇ

７ 砂利地業 材料

厚さ及び適用範囲

・ 切込み砂利及び切込み砕石

厚さ

・ 　60

 ・　150

適用箇所

・基礎スラブ下　・基礎梁下　・土間コンクリート下　・土に接するスラブ下

８ 捨コンクリート地業 厚さ及び適用範囲

厚さ

 ・ 50

 ・

適用箇所

・基礎スラブ下　・基礎梁下　・土に接するスラブ下　・基礎下

(4.6.4)

９ 床下防湿層

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く) ・

(4.6.5)

防湿工法　

防湿層の位置　

・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・

(4.6.5)

(4.6.5)

施工範囲

(4.6.3)

・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・

１０ 地盤改良

（セメント系固化材

　を用いた工法によ

　る改良）

・浅層混合処理工法

工法

改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は図示による。

・深層混合処理工法

改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は図示による。

１１ 置換コンクリート地業形状等

(ラップルコンクリー

　ト地業) 支持地盤の長期設計支持力

支持地盤

型枠使用の有無

・ 無し

・ 有り

型枠の使用箇所等は図示による

5
鉄
筋
工
事

1 鉄筋の種類
規格の名称

(異形鉄筋)

鉄筋コンクリート

種類の記号 適用箇所

用棒鋼

・ SD295A

・ SD345

網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜) 適用箇所

形状等2 溶接金網
(5.2.2)

種類 種類の記号

・ 溶接金網

抜取試験　 (5.4.9)

・超音波探傷試験　

・引張試験

試験片の採取数は、１ロットに対して(※３本・５本)とする

試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるとき

　　　　　　 は200箇所ごととする

試験片を採取した箇所の処置：標準仕様書5.4.9による

試験の箇所数等

試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とし、無作為に抜き取る。

(5.2.1)(表5.2.1)

3 圧接完了後の試験

呼び径(mm)

※ D16以下

※ D19以上

(5.4.9)外観試験　

※行う(全数)

継手方法

適用箇所

・ 柱主筋

・ 梁主筋

・ 基礎スラブ、耐圧スラブ、

土圧壁など

・ 杭主筋

継手方法と適用径の範囲

・ ガス圧接継手(D19以上)

・ ガス圧接継手(D19以上)

・ ガス圧接継手(　　　　　　)

・ 重ね継手(　　　　　　)

・ 重ね継手 ・

・ 耐力壁 ・ 重ね継手　・

4 鉄筋の継手 (5.3.4)(5.5.2)

5 主筋の継手位置等 (5.3.4)カットオフ鉄筋の長さ

・構造関係共通図(配筋基準図)2.1.2、2.3.1、2.3.3による(　・ 全て　・ 下記以外全て )

・上記以外の位置

基礎梁主筋の継手

・構造関係共通図(配筋基準図)図2.1.2（b）による( ・全て ・図示 ・　  　   )

・構造関係共通図(配筋基準図)図2.1.2（c）による( ・全て ・図示 ・　       )

・図示

６ 鉄筋のかぶり厚さ

・

(5.3.5)最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

及び間隔

・ 有り　適用箇所(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・無し

(溶接金網含む)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

主筋のかぶり厚さ　

・無し

・

・最小かぶり厚さ(　44　)㎜　

・構造関係共通図(配筋基準図)表5.3.6による

・

・ 構造関係共通図(配筋基準図)表5.3.6に加える厚さ　　(　  　)㎜

・有り　適用箇所(   基礎梁   )

特殊な要求性能におけるコンクリートの部分(耐久性上不利な部分)

７ 機械式継手

種類(　　　　　　　　　　　　　　　　)

(5.5.2)適用箇所

(5.3.5)

性能(H12建告第1463号に適合するもの)　

カプラー等の接合部分の相互のあき、最小かぶり厚さ　

・Ａ級　・

(5.5.2)

(5.5.2)

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　 (5.5.2)

・構造関係共通図(配筋基準図)による。８ 各部配筋 (5.3.7)

組立の形の種別　　９ 帯筋

・構造関係共通図(配筋基準図)2.3.2(　　H　　形　)による

補強形式１１ 梁貫通孔の補強

耐震壁　　

一般壁　　１０ 壁開口部の補強

・ 構造関係共通図(配筋基準図)2.7.2(　H形　)による

梁貫通孔径(部材記号含む)及び配筋種別リスト

・構造関係共通図（配筋基準図）2.4.3(　　　　　形　)による

・ 行わない

・

試験の箇所数は、１ロットに対して３０箇所とする。

※

※

　・

・ 図示　・

・ 図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・建築図による

・図示　・

・図示　・

・ 図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

（２）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印の付いたものを適用する。

○

○ ○

○

　４） 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく「環境物品等の

調達の推進に関する基本方針（平成28年2月2日閣議決定）」に定める判断の基準を満たす物品を示す。
□Ｇ

（建築工事編）（平成 31 年版）」（以下、「標準仕様書」という。）による。

　１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。○

・ SD390 ※ D29以上

スラリー比重の確認 ※行う ・行わない

スラリー比重の確認 ※行う ・行わない

鞍手町庁舎等建設工事 

地名地番　福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧2080番2

1/

1/

3.2Φ－50x50
嵩上げコンクリート、

WFP

・ 鉄筋格子

鉄骨階段踏み面

・ 行わない

６ 直接基礎 支持地盤　　　※構造図による

１２ 建設発生土の処理

・構内指示の場所にたい積

受入れ場所　　　

仮置場所

受入れ施設名　　

（注）搬出調書等を提出する。

※構外指示の場所に処分

土質試験　　・　有（仕様は図示）　　・　無

・構内指示の場所に敷均し

押えコンクリート

・構外指示の場所にたい積
主要用途

階数

意匠図による

耐震安全性の分類

建物高さ

工事種別

増築計画

耐震構造方式

・ 有り

・ 新築

地上　 　階

延べ面積

軒高

地下　　　階 塔屋　 　階

・ 耐震構造 ・ 免震構造 ・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50） ・ Ⅱ類（I=1.25） ・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

・ 無し

・ 増築 ・ 改築 ・ 移転

庁舎

意匠図による 意匠図による

500kN/m　（庁舎棟岩着部）
2

・ 500kN/㎡

図示

図示

図示

・ 溶接継手(D19以上)

・ 溶接継手(D19以上)

3 - -

S造

ブレース付きラーメン構造

ブレース付きラーメン構造

2

1.0

34

庁舎棟　TP+8.4

25

※建築工事特記仕様書(1)

による

200

200

・ SD490 ※ D35以上 図示

庁舎棟

積雪後の降雨による割増考慮

・ル－ト3

1/ 100

1/ 100

重要度係数 1.5

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

各棟共通　構造特記仕様書（1） 1: -
1: -

001

0.42

・ 200kN/m　（庁舎棟地盤改良部、博物館別館、車庫棟）
2

博物館別館 車庫棟

(　　　　　　　　　　　)　m博物館別館　TP+11.95 (　　　　　　　　)　m車庫棟　TP+7.9

・庁舎棟岩着部

構造種別

架構形式 Ｘ方向

Ｙ方向
庁
舎
棟

S造

純ラーメン構造

純ラーメン構造

構造種別

架構形式 Ｘ方向

Ｙ方向

S造

純ラーメン構造

純ラーメン構造

構造種別

架構形式 Ｘ方向

Ｙ方向
車
庫
棟

耐震安全性の分類

耐震構造方式 ・ 耐震構造 ・ 免震構造 ・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50） ・ Ⅱ類（I=1.25） ・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

耐震安全性の分類

耐震構造方式 ・ 耐震構造 ・ 免震構造 ・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50） ・ Ⅱ類（I=1.25） ・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

博
物
館
別
館

(     )秒

第( 　 )種地盤

Z=

・ル－ト3

1/

1/

2

1.0

200

200

・ル－ト3

1/ 100

1/ 100

1.50

0.19(     )秒

第( 　 )種地盤

Z=

・ル－ト2

1/

1/

2

1.0

200

200

・ル－ト2

1/ - 

1/ - 

1.25

0.19

地上　 　階 地下　　　階 塔屋　 　階

地上　 　階 地下　　　階 塔屋　 　階庁舎棟

博物館別館

車庫棟

2 - -

2 - -



1 コンクリートの

種類及び品質
6
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

※ 普通コンクリート

設計基準強度 気乾単位
適用箇所

Fc (N/mm)
2

容積質量(t/m )3

2.3程度

(6.2.1～4)

スランプ

(cm)

15

・ 21

※ 24 18

2.3程度 18

２ コンクリート 類別

・ Ⅱ類

(6.2.1)(表6.2.1)

※ Ⅰ類　

３ セメントの種類

セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント又は

混合セメントのＡ種

・ 高炉セメントＢ種 Ｇ

適用箇所

下記以外全て

・

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱 7日

28日

352J/g以下

402J/g以下

(6.3.1)(表6.3.1)

・ フライアッシュセメントＢ種 Ｇ ・

４ 骨材の種類 使用骨材のアルカリシリカ反応性による区分

　A

 ・B

(6.3.1)

５ 混和材料  ・混和剤の種類 (6.3.1)

(コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m 以下)
3

 ・混和材の種類

(JIS A 6204によるＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

(JIS A 6201によるフライアッシュのⅠ種、Ⅱ種若しくはⅣ種、

JIS A 6206による高炉スラグ微粉末、

化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。

６ 無筋コンクリート コンクリートの種類

※普通コンクリート　・ (6.14.1)～(6.14.3)

設計基準強度
セメントの種類 適用箇所

Fc (N/mm)
2

・普通ポルトランドセメント

スランプ

(cm)

※18

・

※15
又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

７ 打継ぎ目地の寸法、

位置及び形状

目地寸法 (6.6.3)(6.8.2)(9.7.3)

位置及び間隔

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側及び内側の打ち増し厚さ部で処理する

(6.8.2)

・図示

(6.2.5)(6.6.6)(6.8.3)(表6.2.4)

適用箇所種別

・ A種

・ C種

・ B種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ８ コンクリートの仕上り

９ 打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・20㎜

(6.8.2)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　・20㎜　 ・

・外装タイル後張り面の打増し処理

・20㎜　 ・

打増し厚さ

打増し範囲

・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

・10㎜　・20㎜

プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

・

１０ 型枠 せき板の材料

・合板　　

(6.8.3)

スリーブの材種

・標準仕様書 6.8.3(i)(2)及び標準仕様書 表6.8.1による

・床型枠用鋼製デッキプレート

(6.8.3) (表6.8.1)

１１ 型枠の存置期間及び 標準仕様書6.8.5による。

取外し

(6.8.5)

１２ コンクリートの養生 標準仕様書第6章第7節による。

方法

(6.7.1～3)

・

使用箇所等　※図示　・

１３ 圧縮強度及び試験方法 標準仕様書6.5.5、6.9.2、6.9.3、6.9.4による。 (6.5.5)(6.9.2～4)

１５ コンクリートの単位 ・ 行わない

水量測定 ・ 行う

実施要領　　

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(2)(iii）による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

ある場合はそのまま施工する。

３

2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m  の範囲にある場合は、水量変動の原因

を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、

設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま

で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m  の範囲に
３

３

３

３

３

鉄

7

骨
工
事

１ 鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力

(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製

作工場の性能評価基準」に定める「(　M　)グレード」として国土交通大臣から認定を受け

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

た工場又は同等以上の能力のある工場

(7.1.3)

・監督職員の承諾する製作工場

・適用しない

(7.1.3) (7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)２ 施工管理技術者 ※適用する

５ 鋼材 鋼材の材質

種類の記号 規格等適用箇所

※ JIS規格による

（7.2.1)(表7.2.1)

６ 高力ボルト 区分

・トルシア形高力ボルト

・JIS形高力ボルト

高力ボルトの径

すべり係数試験

※行わない ・ 行う

2種(S10T)

2種(F10T)

(7.2.2)(7.3.2)

(7.4.2)

７ 縁端距離、ボルト間隔、

ゲージ等

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、

※構造関係共通図(鉄骨標準図) 1 縁端距離及びボルト間隔による　・

ボルト径、ゲージ等

(7.2.2)(7.3.2)

摩擦面の処理

※ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

摩擦面の確認方法

・図示

８ 溶融亜鉛めっき高 セットの種類

・1種(F8T相当)　・力ボルト

・試験片によるすべり耐力試験

(7.2.2)

(7.12.4)

   材質

適用

・構造用アンカーボルト

・SS400 ・

・図示

・建方用アンカーボルト

９ アンカーボルト

保持及び埋込み工法

・構造用

・建方用

・標準仕様書 表7.10.1　( ・A種　・B種　・C種 )による　・

(7.2.4)(表7.2.3)(7.10.3)

(7.10.3)(表7.10.1)

(7.2.9)１０ 柱底均しモルタル

無収縮モルタルの材料及び調合

材料、調合等

・標準仕様書 7.2.9による   　　・

品質及び試験方法

・標準仕様書 表7.2.6による   　　・

モルタルの種別

・無収縮モルタル　　・

工法の種別

・標準仕様書 表7.10.2

・Ａ種［モルタル厚さ50］　・Ｂ種［モルタル厚さ30］

・

・羽子板ボルト　　・

建築用ターンバックルボルト

建築用ターンバックル胴

・割枠式　　・

１１ ターンバックル 種類 (7.2.6)

ねじの呼び (7.2.6)

１２ デッキプレート (7.2.7)(6.8.3)工法の種別

・合成スラブ

・床型枠用

・鉄筋トラス付き捨て型枠

材質、形状及び寸法

鉄骨部材への溶接方法

耐火認定

・あり(CD管等打ち込み時の耐火被覆吹付　※要　・不要)　

１３ スタッドボルト

径(呼び名) 適用箇所長さ(呼び長さ)　mm

・ 80 ・ 100 ・ 12016φ

19φ

22φ

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

(7.2.5)

・柱、梁のフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

１４ 入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

・

・構造関係共通図(鉄骨標準図)(5(7)鋼材と溶接材料の組合わせと溶接条件)による

・工事現場溶接の場合　

・工場溶接の場合　

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　１６ 溶接部の試験

・

・

・

・

・

・・第６水準

・全て

検査水準

節

(7.6.11)

　行う

・行わない

AOQL(%)　　

・　

・4.0　・2.5

・4.0　・2.5

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・ 抜き取り検査①

独立行政法人建築研究所監修

「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

※ 抜き取り検査②

・行わない

スカラップの形状　　１５ 溶接接合 (7.6.7)

・改良型　・

エンドタブの切除

適用箇所

・行う

・全て

塗料の種別

(7.8.3)(18.3.2)

　種別

鉄鋼面

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ａ種

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ｂ種

・

亜鉛めっき面

　種 別

・ 標準仕様書　表18.3.2 Ａ種

・

鋼製スリーブの内側(鉄骨に溶接されたもの)

　種 別

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ｂ種

・

適用箇所

・ 屋外　(標準仕様書7.8.2の範囲以外)　・

・ 屋内　(標準仕様書7.8.2の範囲以外)　・

・

・屋外，屋内　・

・

・ スリーブ全て

・

１７ 錆止め塗装

適用箇所

適用箇所

建築図仕様書による１８ 耐火被覆

亜鉛めっきの種別 材 料 適用箇所

最小板厚1.6㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

C種(HDZ35)

B種(HDZ45)

A種(HDZ55)

１９ 溶融亜鉛めっき
(7.12.3)(表14.2.2)種別等

２０ 梁貫通孔の補強 補強方法

適用箇所

・ 

・

※図示

・

そ
の
他

（あらかじめ検討）

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、

・ 杭の芯ずれを考慮した検討

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

・ 杭の長さの変更を見込んだ検討

・ 梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

あらかじめの検討を行っている部分

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

１ 軽微な変更の対応

本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、

品質管理上の施工誤差を許容するものではない。

・ 

・

（7.3.3)

※(一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6［鉄骨精度検査基準］

付表５［工事現場］による。

(7.10.2)４ 建方精度

  コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する

場合は、強度、変形等について、事前に監督職員と協議すること

・JIS B 1220 又は JSS Ⅱ 13-2004 ABR400

・JIS B 1220 又は JSS Ⅱ 13-2004 ABR490

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度

・標準仕様書　表7.2.3による

・

※

また、防錆材を併用する場合はJIS A 6205による防錆材とする。）

JIS A 6207によるシリカフューム又はJIS A 6202による膨張剤とする。)

・標準仕様書 9.7.3による　　

・ 意匠図による

※

AOQL(%)　　

・全て　

・図示

　図示※　　　　・

　図示※　　　　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示

　図示※

　図示※

　図示※

　図示※

　図示※

・図示　・

外観検査　・行う　・行わない

めっき付着量の検査　・行う　・行わない

３ 製作精度 ※(一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」 付則6［鉄骨精度検査基準］による。　

※通しダイアフラムの許容誤差

・全てのダイアフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

・ダイアフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

補強方法

・｢突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣による

・

・嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ,捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

・保護ｺﾝｸﾘｰﾄ,押えｺﾝｸﾘｰﾄ

１４ 構造体コンクリートの外観の確認は全数行う。寸法確認は抽出とし、監督員と協議を行う。 (6.9.6)

仕上り及びかぶり厚さ

の確認

凍害対策、高強度コンクリートの養生方法について施工計画書に記載する。

・なし

既に構築されている躯体部分（RC・S・SRC）に、

新たに埋設物・開口等を設ける場合には、それらの大小、

２ 構築された躯体の改変

設置位置等に拘わらず、すべて工事監理者との協議を行う。

の安全性の確認

３ 建築設備の構造耐力上

・　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

 建築設備(昇降機を除く)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれ

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物

の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリー

がないものとすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コ

ートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、

当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

ト造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

ンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリ

　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継

　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これ

らに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動

及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

　（※ 設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。）

令第129条の2の3の事項　　

すること。

 給湯設備は、支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、

風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

2.3程度・ 24

・外構、土間コンクリート、設備基礎

構造図面による 構造図面による

・ 見え掛かり部分

・ 30 2.3程度 15 ・基礎、基礎梁（各棟共通）

意匠図による

庁舎棟小梁、車庫棟柱脚

意匠図による

・庁舎棟地上躯体

庁舎棟大梁

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

各棟共通　構造特記仕様書（2） 1: -
1: -

002

152.3程度・ 18 ・庁舎棟ラップルコンクリート



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

各棟共通　構造関係共通事項 (1)（配筋標準図） 1: -
1: -
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31



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

各棟共通　構造関係共通事項 (2)（配筋標準図） 1: -
1: -

004



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

各棟共通　構造関係共通事項 (3)（配筋標準図） 1: -
1: -
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M12

高力ボルト

径

表1.4　高力ボルト径の記号　

区分

（F10T、S10T）

溶融亜鉛めっき高力ボルト
（F8T相当）

M16M20M22M24 M12

普通ボルト

径

表1.5　普通ボルト径の記号　

区分 M16M20M22M24

溶接方法

Ｌ－Ｐ
全周現場溶接

引出線 基準線 引出線
（折線）

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

溶接方法

Ｌ－Ｐ
全周現場溶接

引出線

60°60°

基準線 引出線
（折線）

60°

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記なき限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

図2.1　溶接記号の記載例

構造関係共通図(鉄骨標準図)　

１ 縁端距離及びボルト間隔等

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが

応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は、特記による。特記がなければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位：ｍｍ）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

epp

（１）縁端距離及びボルト間隔

（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位：ｍｍ）

B

g
A

B
B

はＢ

A又

軸径

最大
B

軸径

最大

軸径

最大
B

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は特記による。

1

g1 g2

g1

g1g2 g2

g1 g2

g3

g3g2

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフ

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

 溶  接  面

溶 接 継 手

溶 接 方 法

隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

シールドアーク半自動溶接

エレクトロスラグ溶接

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

設計図中で使用する記号は、表2.1、表2.2、図2.1を標準とする。

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフ

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

 溶  接  面

溶 接 継 手

溶 接 方 法

隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

シールドアーク半自動溶接

エレクトロスラグ溶接

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

表2.1　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

Ａ

Ｈ

２　溶接記号

３ 溶接継手の種類別開先標準

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜t≦40

7

2 t

35°

2

7

t

D1

D2

D1 = 2（t－2）/3

D2 =（t－2）/3

60°

2

6

t

45°

2

30°

t

6

t≦6

6＜t≦19

G

35°

G＝t

t

45° 30°

6

t

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

突合わせ継手の開先標準

Ｈ

2（両面溶接）

60°

D1 =（t－6）/2

D2 =（t－6）/2

t2

60°

6

D2
t

D1

22＜t≦40

t2 6 t

12＜t≦22

60°

t

t≦12

t

( 　　　　　　　  　 )

（単位：ｍｍ）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜t≦19

19＜t≦40

1/4 t≦S≦10

7

7

2

35°

S

1/4 t≦S≦10

2
S

35°
SS

1/4 t≦S≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦S≦10

60°
7

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦S≦10

7

1/4 t≦S≦10

D1

D2
t 2

45°

S

t

t

S
S

2

45°

t

1/4 t≦S≦10

22＜t≦40

2
S

t 6

60°

S

D1

D2
t

12＜t≦22

S
2 t

S
S

6 t

60°

35°

1/4 t≦S≦10

6

2

S

Ｔ型継手の開先標準

1/4 t≦S≦10

t

6

t

35°
S

2 t t

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

Ｈ

2（両面溶接）

t≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

0

1/4 t≦S≦10

35°

7

S

45°

/ （t-2）/ （t-2）

S
S

t

1 3

2 2 3

S

60°

S

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

ｔ

6＜t≦40

≧
60°

2（両面溶接）

2ｔ

6＜t≦19

≧
60°

0

19＜t≦40

75°
≧
45°

1/4 t≦S≦10 1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

19＜t≦40

7

2
2

7

D2

D1
t

S
2

7

t

1/4 t≦S≦10

t 2
S

t

7

2 t

S
6

D2

D1
t

19＜t≦40

2 t 6
S

t

G

35°

G＝t

かど継手の開先標準

35°45°

6

t t

50°

t t

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

Ｈ

2（両面溶接）

t≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜t≦19 12＜t≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦S≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦S≦10

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

S

S

隅肉溶接の開先標準

S

t

S

S

S S

t

S S

S

S

60°

2

S

60°

2

t

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

t≦16

2（両面溶接）

t≦16 16＜t≦40

（単位：ｍｍ）

16≦t≦4012≦t≦40

22

13D 10

t12

1211

1916

45°

S

3628

1413

25

15 15

32

16

40

S

D S

t

2

45°

SD1D2S

t

45°

15

部分溶込み溶接の開先標準

7

5

t

S

5

4

4

3

6

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

9

7

8

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

2519

12

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

D1= (t－2）/2

D2=（t－2）/2

1/4 t≦S≦101/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

４ 鋼管分岐継手

５  鉄骨溶接施工

手溶接

（１）エンドタブ等

①エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

エンドタブ

裏当て金

10mm以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜）

S

St

F1

FB（t×38㎜）

S

St

F1

（単位：ｍｍ）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：ｍｍ）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

溶接方法

手溶接

半自動溶接

自動溶接

t≧3のときS＝t

t＜3のときS＝3

3（軽量形鋼Ｖ形溶接）

d d

1（丸鋼等片面溶接）

d/2d/2

d d

d/2/2d

d d

/2/2

/2

2（丸鋼等両面溶接）

d

d

d/2

/2 d

d/2

フレア溶接の開先標準

t＜3のときS＝3

t≧3のときS＝t

4（軽量形鋼レ形溶接）

S t t S

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ
D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

50°～60°

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

t

1.5t～2.0t

C部断面

（単位：ｍｍ）

現　　　　　　　　　接

全　　　　　　　　　接

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

場　 　溶

周　 　溶

補　助　記　号

Ｌ－Ｐ

現　　　　　　　　　接

全　　　　　　　　　接

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

場　 　溶

周　 　溶

表2.2　溶接の補助記号

補　助　記　号

Ｌ－Ｐ

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位：ｍｍ）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（２）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（２）裏当て金

裏当て金の溶接

①裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

梁フランジ両端から10mm以内の位置に行ってはならない。

②完全溶込み位置溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内部に設置する。

（単位：ｍｍ）エンドタブの長さ

②エンドタブの鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

③スプライスプレートの材質、鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

④フィラープレートの材質は、SS400とする。

裏当て金の鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

（４）ボルト記号
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（３）スカラップ

改良型スカラップ

①スカラップ半径Sr1は35㎜とする。Sr2は10㎜とする。

②スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップ

①スカラップ半径Srは35㎜とする。

t

（４）スニップカット

①スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

t
Sc r

Sc

スニップカットの寸法　　　　　　

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

（５）溶接部分の段差

①完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

t1
t2

（６）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

Ｈ

e  　1

Ｆ 　１

50

 
　
2 φ

補強プレート法

50

補強プレート

Ｆ 　１ 0～5 0～5

 　2Ｆ

ｔｔ

20

pw

LC

 　2Ｆ

fｔ 50

Ｆ 　1

Ｆ 　1

（１）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で貫通孔部分を補強する場合に適用する。

（２）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（３）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

　1は3φまたは  2のうち小さい方とする。 

補強トラス法

60°

φ

50

100以下

(自然開先)

補強トラス

60° 0～5 0～5

B

ｔf

 　2Ｆ

fｔ   2F

TH

梁貫通孔の位置の限度（単位：ｍｍ）

φ

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

10
0

以
上

1
00

以
上

Ｈ

LC

　　　鉄筋と鉄骨相互のあき（bs）は、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上とする。

梁の場合 柱の場合

125以上

(bs)

150

150

150

150

(bs
)

梁への定着方法

柱への定着方法

コーナー筋

　　　鉄筋を折り曲げる場合は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上直線に定着後、緩やかに折り曲げる。

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋

6φ－1000@

　　　方面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は

135°曲げフックとする。

L

L

L

L

FL1

FL1

FL1

FL1

　　　鉄筋貫通孔の径

　　　①主筋の鉄筋貫通孔は、最大孔径に統一する。

　　　②鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

（単位：ｍｍ）

鉄筋貫通孔の位置（単位：㎜）

梁主筋

梁あばら筋

梁主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

柱主筋

柱帯筋位置

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：ｍｍ）

小梁下端主筋 小梁下端主筋

D10

21

D13

24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29

43

D32

46

(b
s)

(b
s)

(
bs
)

(bs)

(bs)70以上

40程度

７  広幅平鋼の取り扱い

（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

36

250

400

350

300

200

175

幅

100

150

125

6 129 16 2519

厚さ

22 28 32

450

500

40

６  梁貫通孔補強

Sr1

Sr2

Sr1

Sr2

Sr

Sr

※ ただし、既製形鋼のスニップカットについては、

　 Sc=r＋2により求めるものとする。

(単位：ｍｍ)

（４）梁貫通孔位置の限度は以下による。

※ 梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、

　 梁端から貫通孔の中心まで1.2Ｄ以上離し、

　 梁継手位置等にも留意する。

ｅ：材端と補強プレートとの間隔 （ｅ≧Ｈとする）

（１）鉄骨のかぶり厚さ

（３）柱組立筋

（４）仕口部内の帯筋の加工及び組立

（２）壁筋の周辺部材への定着

８ 鉄骨と鉄筋コンクリート部分の取合い

Ｄ

（５）鉄筋貫通孔の径及び位置

520N級鋼

YGA-50W,50P

YGW-18,19

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

JIS Z 3214

YGA-50W,50P

溶接材料

引張強さ570Mpa以上のものを除く

YGW-11,15

YGW-18,19

250以下30以下

350以下

350以下40以下

40以下

パス間温度

（℃）

350以下40以下

入熱

（KJ/cm）

YGW-18,19

YGW-11,15

400N級STKR、

BCR及びBCP

490N級STKR、

及びBCP

250以下30以下

350以下40以下

350以下40以下

350以下40以下

450以下30以下

350以下40以下

450以下30以下

YGW-11,15

YGW-18,19

250以下30以下

350以下40以下

250以下30以下

350以下40以下

250以下30以下

350以下40以下

YGW-18,19

250以下30以下

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

JIS Z 3211

規格

引張強さ570N/mm 以上のものを除く

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3313

JIS Z 3312

JIS Z 3315

引張強さ570Mpa以上のものを除くJIS Z 3211

JIS Z 3214

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3315

JIS Z 3312

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3313

2

引張強さ570N/mm 以上のものを除く2
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モルタル充填

鉄筋等に結束する

ならしモルタル仕上げ

30

無収縮モルタル充填

　b.B種:全面塗り仕上げをならしモルタ

　　　　　ル等で仕上げる工法。

F1

(全面塗り仕上げ工法)

　　図14　柱底ならしモルタル工法

60°

20

10

Sc

20

F2

A
リブプレート

1010

A’

25

　　ことができる。

(4)リブプレート

A-A’断面

　　エブと同厚とする。ただし、リブプレートの大きさはスリーブ等の納りを考慮して小さくする

　　　はりにハンチを設ける場合は、図9に示すようなリブプレートを付けるものとし、板厚はウ

50

モルタル中心塗り

50

無収縮モルタル充填

　　　　　材を充填する工法。

(あと詰め中心塗り工法)

(3)座金の溶接

Sr

Sr=50

(5)ウェブ継手現場溶接用隔板

50

50

3.アンカーボルト取付要領

3.アンカーボルト取付要領

(1)アンカーボルトの保持及び埋込み工法

40

　a.A種:鋼製フレームを用いてアンカーボルトを保持する方法。

　　のうち、強度及び溶接性の最も優れたものを用いるものとし、板厚は、9mm以上とする。

　　図10　ウェブ継手現場溶接用隔板(単位:mm)

　　　現場で柱ウェブ材を溶接する場合の隔板の標準は、図10により、材質は、上下柱ウェブ材

　　図9　リブプレート(単位:mm)

　a.A種:あと詰め中心塗り又は全面あと

　c.C種:頭部を漏斗状にあけた可動埋込み式の方法。

　　図13　アンカーボルトの保持(C種)

(2)柱底ならしモルタルの工法

　　　　　詰め工法として、無収縮モルタル

(全面詰め工法)

　アンカーボルトはコンクリートに埋込まれる場合を除きダブルナット締めとする。

アンカーボルト

柱主筋

アンカーボルト

鉄製フレーム

A’A

柱主筋

A’A

　b.B種:周囲の鉄筋に補強材等を用いてアンカーボルトを保持する方法。

A-A’断面

　　図11　アンカーボルトの保持(A種)

補強材 柱主筋

クリップ止め程度

アンカーボルト

クリップ止め程度

A-A’断面

　　図12　アンカーボルトの保持(B種)

補強材

15050

1/5以下

250

1/5以下

ウェブ継手

　　標準は、図5による。

150

150

仕口パネル

フランジ継手

　　図5　柱のフランジ及び板厚の異なる場合のしぼり(単位:mm)

　b.柱のフランジ幅、フランジ板厚及びウェブ板厚の異なる場合のしぼりの限度及び位置の

1/5以下

1，000程度

　　(柱通し)

　　(a)　十字柱

　　(柱通し)

(2)はりの段差

10

10

10

(はりに段差がある場合)

　　(一般部)

　　形柱で150mm以上を確保する。

　　図6　柱脚部のしぼり(単位:mm)

　c.柱脚部のしぼりの限度及び位置の標準は、図6による。

　　(はり通し)

　　　柱に取付くはりに段差を設ける場合の寸法(Δe)は、溶接性を考慮して、十字形柱及びH

仕口パネル

(1)仕口パネル

1.仕口部詳細

　　以上かつ9mm以上とする。

スニップカット

(2)水平スチフナ

　　ことができる。

　　(はり通し)

スニップカット

B’B
22

le
B’

スニップカット

B

l　　(注)　 e≧max(　，　)

70以上

　　(a)　十字形柱

半径50～100空気穴100mmφ

　　する。なお、はり幅が300mm以上の場合は、スニップカットの代わりにスカラップとする

　　材質は、はりフランジ材と同一のものを用い、板厚は、はりフランジ厚以上かつ9mm以上と

　　及び溶接性の最も優れたものと同一のものを用い、板厚は、いずれか厚いものの1サイズUP

　　図1　仕口パネル(単位:mm)

　　(b)　H形柱

　　　十字形柱及びH形柱の仕口部に設ける水平スチフナの形状及び大きさは、図2を標準とし、

　　　仕口パネルの範囲は、図1を標準とし、材質は、取付くはり及び柱のウエブ材のうち、強度

　　図7　はりの段差

　　(b)　H形柱

(自然開先)300

しぼりの手前につける

Δe

縦スチフナ

(3)バンドプレート

150

300 300

50

1/5以下

　　注)　バンドプレートはFB-50×6(SS400)とする。

　　柱脚部

300300

　　一般部

25

50

　　(柱通し)

1/5以下

　図8　バンドプレートの位置及び大きさ(単位:mm)

　　継手部

1000程度150

縦スチフナ

(3)縦スチフナ

　　(a)　十字形柱

　　図3　縦スチフナ

1/5以下

2.各部詳細

(1)はり及び柱のしぼり

50
1/5以下

25

　　(はり通し)

　　図4　はり及び柱のしぼり(単位:mm)

　　a.はり通し及び柱通しのしぼりの限度及び位置の標準は、図4による。

　　たものと同一のものを用い、板厚は、いずれか最厚もの以上とする。

　　(b)　H形柱

　　取付くはりフランジと同一とし、材質は、上下柱フランジのうち、強度及び溶接性の最も優れ

　　　十字形柱及びH形柱の仕口部に設ける縦スチフナは、図3を標準とし、縦スチフナの幅は、

　　図2　水平スチフナ(単位:mm)

Δe

Δe

Δe

Δe

Δe

F2

F2

F2
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PL

十 字 形 柱 通 し

*
HS

E2'

P2

mm16PL

mm12PLHS　

F2とする。

:　　　厚さが　　以下の場合は

ものについては　　とする。

:P　厚さが　  　以上の

*
F2

F2

F2
PLP

*
P2

*
F2

＊F2

T2

＊P2
B1 B2

B

T1

(注2)

(注1)

E1'

SN材のC材とする。

柱フランジ最大厚と同厚とし、

F2'

PL

T2T1

HS

T2

B2

B1 B2

F2

B1

T1

T1 T2

P2

E2A2'

空気穴100φ

十 字 形 は り 通 し

仕口部詳細(SRC造)

A2

最大厚の2サイズアップとし、SN材のC材とする。

通しダイアフラムは集合する梁フランジ

T2T1

F2
*

F2

E1- E1' 断面図

P2
*

T1 T2

F2E2- E2' 断面図

E1

A1'

mm

P2

16F2＊
(注1)

PL:P　厚さが　  　以上の

ものについては　　とする。

*
P2

F2

F1- F1' 断面図

B2'

B1'

B

PLP　

F2
*

F2
*

F2
F2
*

F2
*

25

B
F2

F2F2

T2T1

A1- A1' 断面図

F2

VS　PL

A1

T1 T2

F2

A2- A2' 断面図

B

(注1)

(注2)

F2

B
F2

B1- B1' 断面図

B2

B1

上図は大梁フランジの接合をボルト接合とした

左図は柱のウェブの接合をボルト接合とした

場合を示す。

場合を示す。

(30)・・・柱フランジ厚28mm以上

通しダイアフラムは集合する梁フランジ

最大厚の2サイズアップとし、SN材のC材とする。

半径 50R

F1'

P2

mm12PLHS

F2とする。

ものについては　　とする。

:　　　厚さが　  　以下の場合は

16:P　厚さが　  　以上のPL m m

F2

＊

F2
50

T2T1

PF2
*

*
P2

PL

50

P2＊
F2

F2B1 B2

(注2)

(注1)

柱フランジ最大厚と同厚とし、

SN材のC材とする。

T2

HS

F2

B1 B2

T1

PL

F2

T1 T2
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標準詳細図及び設計図に記載なき事項は、国土交通省公共建築工事標準仕様書(H28年版)、建設大臣官房官庁営繕部監修「建築鉄骨設計基準及び同解説」(最新版)による。

さらに、記載のない場合は、日本建築学会「建築工事標準仕様書 JASS6鉄骨工事」(最新版)による。
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　　　柱リスト参照。



　　　固化材液の配合(W/C)と使用量(添加量)は、室内配合試験の結果に基づいて、現場室内強度比を考慮して、配合

深層混合処理地業特記仕様書

1. 工事概要

2. 一般事項

3. 特記事項

4. 施工計画
9. 品質検査

8. 施工管理

7. 配合管理

6. 施工機械

5. 施工

10. 報告

11. 六価クロム溶出試験

　本地業は、深層混合処理工法による地盤改良地業である。深層混合処理工法は、スラリー状のセメント系固化材(以下、固化材液と

　本工事は、本特記仕様書によるほか「改訂版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」(日本建築センター)による。

(1) 作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないよう養生する。

(1) 共回り現象を防止する機構を有し、固化材と原位置土を確実に撹拌混合できる撹拌装置を用いること。

(1) 固化材液に使用する材料は、セメント又はセメント系固化材とする。

(1) 本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したものとする。

称す)を地盤に注入しながら、共回り防止翼を装着した撹拌装置を用いて、原地盤土と機械的に撹拌混合し、固化材の固化反応に

より所要の強度を持つ改良柱体(以下、コラムと称す)を築造するものである(テノコラム同等品)。

(2) 施工計画書

　　工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

(2) 基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が出現した場合は、別途検討する。　

　　a.撹拌混合装置をコラム心に合わせる。

　　b.固化材液を吐出せずに、空掘り部を所定の深度まで掘進する。

　　c.固化材液を吐出しながら掘進・撹拌混合する。

　　d.注入掘進工程が終了したら、固化材液の吐出を停止し先端部の練り返しを行う。

　　e.先端練り返し工程が終了したら、撹拌軸を逆回転し引上げ撹拌混合する。

(3) 設計図書に示された支持地盤に着底する長さを実施コラム長という。

(4) 本工事により排出される発生残土は場内処分を原則とする。

(2) 所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いること。

(3) 改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

(4) ミキシングプラントは、所定吐出量を十分供給できるものとする。

(2) 配合強度

　　　変動係数を25％と想定し、9項に規定する抜き取り箇所数N、合格確率 80％とした下表を用いて設定する。

(3) 室内配合試験

　　強度を満足するように決定する。あるいは正確に土質を把握し、かつその土質に対する既存データがある場合は、その結

　　果を用いて添加量を決定する。

・固化材配合条件

・工事件名及び工事場所

・工事期間及び工程

・工事の組織(建築請負業者の本工事責任者、コラム施工業者名

・施工手順

・施工機器

・品質検査

・安全衛生対策

・土質柱状図

・コラム伏図

・技術審査証明書(写)

・施工管理項目

及び責任者、各種作業の主たる従事者)

・コラム仕様及び数量

 〔コラム径、掘削深度(設計コラム長+空掘長)、本数、

 設計基準強度 〕

(1)

び固化材液の配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更するこ

とができる。

(2)

(3)

(4)

コラムの径、掘削深度(設計コラム長+空掘長)、本数配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及

設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理および品質検査を実施する。

本工事工法は、改良体強度の品質が変動係数25％以下であることを「建設技術審査証明協議会(平成13年1月10日設立)」

(5) 施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

に属する機関で証明された技術審査証明取得工法とし、事前にその証明書を監理者に提出し、承認を得ることとする。

又、品質確保の為、技術審査証明取得業者が常駐管理の元に施工を行う。

Xf=α×Fc　［α:割り増し係数、Xf:配合強度］

α 2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

N 1 2 3 4～6 7～8 9

深度コアについては、内1ヶ所については、コアボーリングによるコア採取率を調査し、他の箇所については、モールドコアに

(1) 検査対象群、検査対象層及び調査箇所数

(1) 施工の安定性を確保するため下記に示す項目について施工管理する。

(2) コラムの芯ズレ

　　　コラムの芯ズレが許容値を超えた場合は、監督員(監理者)と協議し、設計検討により応力照査を行った上、安全であると

　　判断した場合、設計図書で示された仕様を満足しているものとする。

(3) 施工の立会い

　　　建築工事の請負者は、本地業責任者(請負業者の中から選定)及び施工責任者を定め、両者は本地業の施工中は立ち会うものとする。

   頭部コア　100コラムに1ヶ所

   深度コア　100コラムに1ヶ所

検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を0.5mとする。

:鉛直性

コラム芯

掘削深度

コラム径

固化材

固化材液の密度

固化材液の添加量又はスラリーの吐出量

撹拌混合度

支持地盤

形状・寸法

:材料計量

:撹拌混合回数又は掘進・引上げ速度

:仕事量又は掘進速度・オーガー電流値(又はトルク値)

(着底判定(仕事量・電流値・トルク値)は、先行コラムの施工状況により、監督員と協議して決定する)

工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に3部提出する。

(2) コア採取率による調査

(3) 合否の判定

   合否の判定は検査対象層におけるNヶ所(抜取箇所数)の一軸圧縮試験結果が下式を満足すれば合格とする。

　 ka: 合格判定係数

コラムの伏図及び番号

コラムの施工日

コラムの径及び実施コラム長

掘削深度

仕事量又は、掘進速度及び電流値(又はトルク値)

固化材液の配合と固化材の使用量

コア供試体の一軸圧縮強度試験結果及び

合否判定結果　撹拌混合回数又は、掘進速度及び引き上げ速度

ボーリングコアを用いたコア採取率

設計対象層についての抜取箇所数をNとする。1ヶ所あたりは3個の供試体を採取し、その平均強度をその箇所の強度とする。

一軸圧縮試験は公的機関あるいは検査員立会いの下に行うものとする。

検査手法は品質のバラツキを想定する場合の検査手法Aによる。

検査手法Aによる品質検査

本工事は、施工前において六価クロム溶出試験を行い、その結果が満足することを確認する。

XN≧XL=Fc+ka・σ

   XN: Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値(kN/m2)

   XL: 合格判定値(kN/m2)

　 Fc: 設計基準強度(kN/m2)

　 σ : 標準偏差(kN/m2) = v・qud

抜き取りヶ所数N

合格判定係数 ka

よってもよい。

   最も小さい平均強度の層を設計対象層とする。

   ただし、設計対象層以外の平均強度が設計対象層の平均強度より小さい場合は、

コアボーリング調査の内、検査対象群に1ヶ所の割合でコア採取率を調査する。

コア採取率が、全長に対して粘性土で90％、砂質土で95％以上、深さ1m毎に粘性土85％以上、砂質土で90％以上あることを確認する。

調査箇所数(1検査対象群に対して)

改良機本体のリーダー内に設置された傾斜計で管理する

事前にコラム芯にマークを設ける

深度計で計測し記録する

撹拌装置の形状・寸法を記録する

水、固化材の重量

マッドバランス等

リアルタイム型施工管理装置による施工管理又は流量計で計測し、記録する

リアルタイム型施工管理装置による施工管理又は速度計で計測し、記録する

リアルタイム型施工管理装置による施工管理又は速度計・電流計(又はトルク計)で計測し、記録する

1 2 3 4～6 7～8 9

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

1

2

3

1

2

3

4

v :変動係数、品質確認書により想定する

qud:想定した平均一軸圧縮強さ(kN/m2)　

コラムの設計基準強度はFc=  800　kN/m とする。

　　設計段階で想定する添加量　【 400 kg/m  】

検査対象層は

2

3

12. 現地試験
各棟の改良体群の中央付近で1ヶ所　載荷試験を行う。（極限支持力700kN/m 以上を確認する）
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庁舎棟で　「盛土」「礫混り砂質粘土」「粘土」「強風化頁岩」

博物館棟で「盛土」「強風化頁岩」

車庫棟で　「盛土」「強風化砂岩」であり、

設計対象層を庁舎棟「粘土」博物館棟、車庫棟は「盛土」とする。

2



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

1: -
1: -
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 梁貫通孔補強材 ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書　（1/2）

∑

√

各棟共通　ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書 (1)



 梁貫通孔補強材 ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書　（2/2）

√

φ150K4 φ150K5

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

1: -
1: -

012

各棟共通　ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書 (2)



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

1: -
1: -

012A

国土交通大臣認定：ＳＰスティック　MSTL-0451
日本建築センター評定：BCJ評定－ST0095

2021年4月国土交通大臣認定：ハイリング　MSTL-0234,0515,0544,0548

１．材質
※1

ハイリング：HFW490,HR490（SN490B同等）またはSN490B規格

ＳＰスティック：HFW490rm（SN490B同等）
※2

２．型式・形状・寸法

Ｒタイプ、Ｂタイプ（ハイリング）

A

A-A断面 B部詳細

B部
A

d
d1

d2

d3

T
a

b
s

20°

30°

1.5（段部）

a

フランジ厚
型式貫通孔径

厚範囲
適用ウェブ

※1 ※2
内径
d bs

幅
採用

Ｔ
d1 d2

d3
外径 ａ

(kg)
質量

（単位：mm）

鉄骨ウェブ
下孔径

※1：応力検討等にて上記型式で対応できない場合は、別途お問い合わせください。
※2：内径dが600を超える場合は、別途お問い合わせください。

100Sφ100

φ450

150 100 12 14 8 0.32

φ125

φ150

φ175

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

125S

150S

175S

200S

250S

300S

350S

400S

450S 535 450 30 35 11 6.4

175

205

235

260

310

360

410

465

125

150

175

200

250

300

350

400

12

14

14

16

20

23

25

28

15

15

16

21

23

27

30

30

7

7

7

8

9

10

10

10

0.40

0.54

0.68

1.0

1.8

2.6

3.6

4.6

φ50-100

φ426-450

φ101-125

φ126-150

φ151-175

φ176-200

φ226-250

φ276-300

φ326-350

φ376-400

φ225225S 285 225 16 21 8 1.2φ201-225

φ275275S 335 275 20 23 9 1.9φ251-275

32以下

型式
標準孔径

厚範囲
適用ウェブ

採用B1
(kg)
質量適用可能

貫通孔径ｄ
B2 S tb a1

※1

※1：2ヶ分の質量

（単位：mm）

４．設計

５．適用範囲及び適用規定

はりの鉄骨断面

貫通孔径（d）

はり材質

鉄骨はりウェブの幅厚比

鉄骨のはり成（D）

孔径比（d/D）

梁端～

偏心量（e）

H形断面

φ100～φ600

2400mm以下

P≧1.5dかつP'≧20mm

2/3以下

2
1

12
D

Lh≧max,100

20mm以上

e≦
2

D-d
1

規　定項　目

ただし連続する孔の径が異なる場合は
径の平均のdをとる。
またP'とは隣接するハイリングまたはＳＰ
スティックのあきの寸法を示す。

d
P-P'=
2
3A
-
d3B
2

構造種別

孔中心距離（Lh）

S造

（塑性化領域　　ではRCはり成の0.28以下とする）

φ100～φ600

P≧3.0dかつP'≧20mm

RCはり成(Drc)の0.4倍以上

1200mm以下

0.7以下かつRCはり成の0.4以下

SRC造

H形断面

※1

ただしd≧　 Dではe=0
3

2

外径のあきの寸法で次式にて示す。
またP'とは隣接するハイリングの最大

ただし連続する孔の径が異なる場合は
径の平均のdをとる。

※3 SRC造では貫通孔の縁あきedを180mm以上確保し、貫通孔縁における梁主筋の適切なかぶり厚さを確保する。

22

400Ｎ/mm 級　490Ｎ/mm 級2 2

※1 塑性化領域：梁端部から0.1L以内または鉄骨はり成（SRC造の場合はＲＣはり成）の2倍以内の範囲（大きい方、L=はり内法長さ）

20mm以上

2

鉄骨のウェブ厚（tw） 32mm以下 32mm以下

＋ d

大ばりの塑性化領域の場合：

-(tf+rf+5)-　e≦
32

3
D
2

かつ

それ以外：
1
2

e≦ （D-2(tf+rf+5)-d　)3

21
2

e≦
3 かつD-d e≦

95以下

D/B≦8 D/B≦8

－ D/Drc≧0.37

22

塑性化領域

Lh

e d
Ｐ

d

G
B1

d3

G GP'
d3

D

塑性化領域

e

Lh

3Ad P'

d

3Bd

d

P

e
d

D

（注）RC部分の検討が別途必要。

D
rc

補強タイプ Rタイプ、Bタイプ、R+Sタイプ、Sタイプ Rタイプ、Bタイプ

塑性化領域　への貫通孔 1ヶ所まで

※2

G

Rタイプ

e≦
2

D-d
1

大ばりの塑性化領域の場合：

-(tf+2a1+25)-   -Se≦
2
3

D
2

かつ

それ以外：

－
d
2
3

-(tf+2a1+25)-   -Se≦
D
2

d
2
3

R+Sタイプ

Sタイプ -(tf+2a1+25)-   -Se≦
D
2

d
2 －rf:フィレット部半径

(ビルドHの場合は脚長)

tf:はりフランジ厚

（例）ハイリング同士の場合
d

P-P'=
2
3A
-
d3B
2

※1

※1

※2 耐力確認により本規定以上の寸法が必要な場合がある。

適用不可
※4

※3

※4 補強パターンは設計者にてご確認の上、選択ください。補強パターン１の場合は軸力負担を考慮した有孔部断面で検討する。

補強パターン2の場合は軸力負担可能な断面を有するプレートにて貫通孔部を補強するものとし、補強プレートの貫通孔中央部断面が
軸力負担可能な断面積を有するよう設計者にて検討するものとする（センクシアでは補強プレートの設計、手配は行わない）。

補強タイプ：Rタイプ、Bタイプ　　孔径比(d/D)：1/2以下
塑性化領域：適用不可 　　　部材種別：FA・FBのみ　   

ｄ
2

-(tf+rf+5)-　
3D

2
ｄ
2

Sタイプ（SPスティック）

R+Sタイプ

100R+Sφ100

型式貫通孔径
厚範囲

適用ウェブ

φ450 10～32

5.5～19

φ125

φ150

φ175

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

125R+S

150R+S

175R+S

200R+S

250R+S

300R+S

350R+S

400R+S

450R+S

5.5～19

6～21

7.5～26

8～28

8～28

8～28

5.5～19

5.5～19

鉄骨ウェブ
下孔径

φ140

φ525

φ165

φ195

φ225

φ250

φ300

φ350

φ400

φ455

φ225225R+S 6～21φ275

φ275275R+S7.5～26φ325

（ハイリング+SPスティック）

100R

125R

150R

175R

200R

250R

300R

350R

400R

450R

225R

275R

100S

125S

150S

175S

200S

250S

300S

350S

400S

450S

225S

275S

使用金物

（単位：mm）
３．補強パターン（S造用）

※SRC造はRタイプ、Bタイプ

Rタイプ,Bタイプ

R+Sタイプ

Sタイプ

はり

ハイリング

SPスティック
ウェブ

はり
ウェブ

はり
ウェブ

ハイリング

SPスティック（2ヶ）

６．高さの納まり適用範囲

r
1

※Sタイプは小ばり・片持ばり
のみ適用可

r2

r3

Rタイプ SタイプR+Sタイプ

はり
ウェブ

はり
フランジ

ハイリング

A部

SPスティック

A部拡大図

※偏心の際は、

r
1

r2

r3rf rf rf

r1：rf+5mm以上（ハイリング外径～はりフランジ）
r2：25mm以下（SPスティック端～はりフランジ）=e1

r3：2a1mm以上（SPスティック端～はりウェブ下孔径）

偏心量eを考慮のこと

７．工場加工

７－２．溶接材料
「鉄骨工事技術指針・工場製作編(2007改訂)」（日本建築学会）等の指針に規定されるはり材と

７－４．ハイリング・SPスティックの鉄骨ばりへの取付け

確認し、はりウェブに孔をあける。

（１）はりウェブの孔あけ

組立溶接は、1パスとし下表による。

（4）本溶接

組立溶接完了後、はりを反転し、はり
ウェブとハイリングの本溶接を行う。

ハイリング

組立溶接

はりフランジ

はりウェブ

ハイリング・SPスティックの取付け位置を

ハイリングを取付ける下孔まわりのバリ、
溶接面の水分、ゴミ等は適切な方法で除去する。

溶接姿勢は下向きとする。

本溶接は、a以上ウェブ厚tw以下とする。
溶接は、段部が隠れるまで溶接する。
（6）検査参照。

ハイリング・SPスティック（490N/mm 級）で強度ランクの高い方の材料に適した溶接材料を使用する。
2

（5）余盛

はりウェブ余盛高さhは、段部が隠れた
状態で3mmを標準とし、許容差

ハイリング

余
盛
h

本標準図に規定される以外の事項は、『鉄骨工事技術指針』、『建築工事標準仕様書（JASS6）』、
『建築構造用高性能590N/mm 鋼材(SA440)設計・溶接施工指針』等、関係基準・指針による。

はりウェブ鋼種がSA440の場合は、サイズは6mm
以上で長さ50mm以上とする。

７－１．施工指針
ハイリングの施工に関する指針は以下の通りとする。

７－３．予熱
鋼材の種類や板厚により、必要に応じて適切な条件を選定する。
ただし、はりウェブ鋼種がSA440の場合の予熱は右表を目安とする。
予熱の範囲は、溶接線の両側100mmの範囲とする。

気温が5℃以下の場合は、上記+25℃の予熱温度とする

溶接方法 SA440

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

100℃以上

60℃以上

2

補強タイプ 孔の許容差

Rタイプ,Bタイプ

Sタイプ

-0,+4mm

±2mm

（２）位置決め

はりフランジ

はりウェブ

罫書き

ハイリング・SPスティックの取付け位置に罫書きを入れる。

（３）組立溶接
SPスティック

SPスティック

ハイリング

箇所数

脚長

2～4ヶ

4～6mm程度

SPスティック

2ヶ

4mm程度

ビード長さ 40mm以上40mm以上

組立溶接

ハイリング

SPスティック

SPスティックのはりフランジ側以外の
面をはりウェブと隅肉溶接する。

溶接サイズは、a1以上かつa1の1.5倍以下
とし、溶接目安が隠れるまで溶接する。
（6）検査参照。

溶接面

溶接端部はSPスティックのR部付け根
以上まで溶接する。

ハイリング

SPスティックは1つの貫通孔に2つ、同一はりウェブ面に

（2ヶ）

±3mmとする。

余盛高さhは、隅肉サイズa1の
0.6倍以下とする。

SPスティック

余
盛
h

はりウェブ

a1

（6）検査
溶接部の検査は、目視による外観検査とする。

注意：連続孔の場合は、ハイリングを同じ向きで溶接するとはりが歪む場合があります。

可

不

サイズ 長さ

はり
ウェブ

ハイリング

ハイリング

ハイリング

ハイリング

はり
ウェブ

はり
ウェブ

はりウェブ

SPスティック

はりウェブ

SPスティック

SPスティック

はりフランジ

はりフランジ

SPスティック

SPスティック

（7）設置許容差（SPスティック）

e1

rf
e2

e
3 e4

（a）はりフランジとの隙間e1 （b）中心のズレe2

（c）傾きe3 （d）はりウェブとの隙間e4

rfmm≦e1≦25mm

rf:フィレット部半径

(ビルドHの場合は脚長)

e2≦10mm

e3≦3mm e4≦3mm

はりフランジ

SPスティックの設置許容差は（7）参照。

はりウェブ

取付ける。取付け時はSPスティックの取付目印（突起）が
はりフランジ側になるように取付ける。

a

a1

a
a

a1

R部付け根

B1

B2

tb

a1

S

Bタイプ
R+Sタイプ

ハイリング

SPスティックハイリング

ハイリング

SPスティック

SPスティック

Bタイプ

SRC造

S 造

φ100
100R 5.5-19φ140

100
22 8.5 115 130 150 5.51.1

100B 8.5-29φ145 32 12 114 135 155 8.51.7

φ125
125R 5.5-19φ165

125
25 10 139 155 175 5.51.4

125B 8.5-29φ175 32 14 145 165 185 8.52.5

φ150
150R 5.5-19φ195

150
25 10 169185 205 5.5 2.0

150B 9-31φ205 36 14 172 195 215 9 3.5

φ175
175R 5.5-19φ225

175
25 10 199 215 2355.5 2.6

175B 9-31φ230 36 18 200 220 2409 4.5

φ200
200R 6-21φ250

200
25 12 225 240 260 63.1

200B 9-31 φ260 40 18 227 250 270 9 5.9

φ225
225R 6-21 φ275

225
25 12 250 265 2856 3.5

225B 9-31 φ290 40 20 259 280 300 9 7.5

φ250
250R 7.5-26φ300

250
28 12 272290 310 7.54.1

250B 10-32φ320 45 22 286310 33010 9.9

φ275
275R 7.5-26φ325

275
28 12 297 315 335 7.54.4

275B 10-32φ340 50 24 304 330 350 10 11

φ300
300R 8-28 φ350

300
28 12 322 340 360 8 4.8

300B 11-32φ370 55 26 331 360 380 11 14

φ350
350R 8-28 φ400

350
32 14 370390 410 8 6.3

350B 11-32φ425 60 28 384 415 435 1119

φ400
400R 8-28 φ455

400
32 14 425445 465 8 8.0

400B 11-32φ480 62 30 439470 490 11 24

φ450
450R 10-32φ525

450
50 22 487 515 53510 19

450B 14-32φ550 74 38 505 540560 14 41

φ500
500R 10-32φ575

500
50 22 537 565 585 10 21

φ550

φ600

G'

のみ適用可

0mm以上

0mm以上 －

可

端部目印

端部目印無用 端部目印有用

はりフランジ

SPスティック端部目印

※１　ＳＰスティックは納入時期により端部目印が無い場合があります。

※１

※１

注意

ＳＰスティックはハンチ
部分に取り付けることは
出来ません。

600R 10-32φ680
600

55 22 639 670 690 10 29

600B 15-32φ700 80 40 650 690 710 15 57

550R 10-32φ630
550

55 22 589 620 640 10 27

550B 15-32φ655 75 40 610 645 665 15 54

500B 15-32φ610 75 40 565 600 620 15 52

a1:SPスティック溶接高さ

軸力範囲：-0.25Ny～+0.25Ny（Ny：はりの軸耐力）

ただし、シアスパン比（L/D）が6以下の場合は梁端部から0.1L以内または鉄骨はり成の1倍以内の範囲（大きい方）

ただし、フィレットrfに干渉しないこと



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

各棟共通　ハイベースNEO工法設計施工標準 1: -
1: -

013



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

各棟共通　ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例（1） 1: -
1: -

014
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

1: -
1: -

015

C5

各棟共通　ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例（2）



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

1: -
1: -

016

C10

各棟共通　ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例（3）



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

1: -
1: -

017

各棟共通　ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例（4）

C21,22



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

各棟共通　ニューフェローデッキ設計標準仕様書 1: -
1: -

018

株式会社富士昭技研

デッキ主筋

デッキ
符号

タイプ

別紙参照

位置

長　辺　方　向

現　場　配　筋

追加補強主筋

端 部 中央部
端　部

短　辺　方　向

中央部
備　考

株式会社 富士昭サンマテック

※１



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　ボーリング柱状図（1）

019

ボ－リング位置図

6
8
6
0

9
7
0

4
9
1
0

庁舎棟設計GL

1: -
1: -

基礎下端

2
2
0
0

基礎下端

2
2
0
0

基礎下端

2
2
0
0

庁舎棟　設計GL＝TP+8.4m

4
8
0
0

庁舎棟設計GL

庁舎棟設計GL

【令和２年】
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【令和２年】

ボ－リング No.4 ボ－リング No.9

ボ－リング No.13

ボ－リング No.3

ボ－リング No.1 ボ－リング No.12

ボ－リング No.2

ボ－リング No.11

ボ－リング No.10

ボ－リング No.7

ボ－リング No.8

ボ－リング No.5

ボ－リング No.6

道路境界線

道
路
境
界
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道
路
境
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庁舎棟

車庫棟
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博物館別館

【令和２年】 【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】 【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

ボ－リング No.1
【令和３年】

ボ－リング No.2
【令和３年】

ボ－リング No.3
【令和３年】

ボ－リング No.4
【令和３年】
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　ボーリング柱状図（2）

020

1: -
1: -

基礎下端

2
2
0
0

基礎下端

2
2
0
0

基礎下端

1
0
0
0

庁舎棟設計GL庁舎棟設計GL

庁舎棟設計GL 庁舎棟設計GL

【令和２年】
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　ボーリング柱状図（3）
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【令和２年】
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博物館別館　ボーリング柱状（4）
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ボ－リング位置図

博物館別館設計GL

1
9
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1: -
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博物館別館　設計GL＝TP+11.95m

【令和２年】

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞
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【令和２年】 【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

【令和２年】

ボ－リング No.1
【令和３年】

ボ－リング No.2
【令和３年】

ボ－リング No.3
【令和３年】

ボ－リング No.4
【令和３年】



博物館別館設計GL
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博物館別館設計GL

博物館別館設計GL 博物館別館設計GL
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

博物館別館　ボーリング柱状（5）



株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

車庫棟　ボーリング柱状図（6）
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ボ－リング位置図
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1/200ラップルコンクリート・コラム伏図

特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 2.　　印はコラム芯示す。

 3.支持層は頁岩、砂質頁岩、風化頁岩とする。

 5.施工に先立ち試験掘を行うこと。

   その際、必ず土質サンプルを採取すること。

   （採取が困難な場合は無水掘とする。）

 6.改良コラム先端深さは先行コラムにて基準トルク値

   を決定し、基準トルク値程度となる深さを標準とする。

地盤改良天端コラム径 地盤改良想定先端深さ

1000φ 設計GL-2.25m

地盤改良仕様

図示

本数

135

設計基準強度 Fc=800kN/m2

工法：深層混合処理工法
基礎下長期支持力：200kN/m
設計用先端Ｎ値：16

2

1/200ピット・基礎伏図

 5.ピットスラブ天端は1FL-1950とする。

 6. 内数値は1FLからのスラブ天端を示す。

 8.スラブ主筋方向はY方向とする。

 9. 印はスラブ主筋方向を示す。

特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 2.柱芯=基礎芯とする。

 3.基礎下端は設計GL-2,200とする。

 4.＜　＞内数値は設計GLからの基礎下端を示す。

10. 印は埋戻しを示す。

11. 印は増打ちを示す。

12. 印は人通孔 600φを示す。

EVピット

EVピット

FS5

FS7

FS8

FS5

FS4
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 7. 印は捨てコンピット(t=50)を示し、天端レベル1FL-2200とする。
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特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 3.（　）内数値は1FLからの梁天端を示す。

 2.梁天端は1FL-450とする。

 5.スラブ天端は1FL±0とする。

 6. 印範囲のスラブ天端は1FL-30を示す。

 7.

印範囲のスラブ天端は1FL-100を示す。

内数値は1FLからのスラブ天端を示す。

 9.スラブ主筋方向はY方向とする。

10. 印はスラブ主筋方向を示す。

12.立上り壁符号はW18とする。

13. 印は増打ちを示す。

 8.スラブ符号はS1とする。

11.片持ちスラブの主筋方向は取り付く梁と直交方向とする。

14. はマンホールを示す。

1/2002階伏図

特記なき限り下記による

 2.（　）内数値は2FLからの鉄骨梁天端を示す。

 1.鉄骨梁天端は2FL-160とする。

 3.スラブ天端は2FL-10とする。

 7.スラブ主筋方向はY方向とする。

 8. 印はスラブ主筋方向を示す。

 6.スラブ符号はDS1とする。

10.大梁継手位置は柱芯（取付く部材芯）より1200とする。

 9.片持ちスラブの主筋方向は取り付く梁と直交方向とする。

11. 　　印は鉛直ブレースを示す。

1/2001階伏図
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15. 　　印は鉛直ブレースを示す。
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12. 　　印はt1を示す。
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 4.BPL下端は1FL-400とする。
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 5. 内数値は2FLからのスラブ天端を示す。
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16. 　　印はW18を示す。
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特記なき限り下記による

 1.梁天端は水勾配による。

 4.スラブ主筋方向はY方向とする。

 5 印はスラブ主筋方向を示す。

 7. 印は水勾配を示す。

 8.大梁継手位置は柱芯（取付く部材芯）より1200とする。

 3.スラブ符号はDS1とする。

 6.片持ちスラブの主筋方向は取り付く梁と直交方向とする。

1/2003階伏図

特記なき限り下記による

 2.（　）内数値は3FLからの鉄骨梁天端を示す。

 1.鉄骨梁天端は3FL-160とする。

 3.スラブ天端は3FL-10とする。

 7.スラブ主筋方向はY方向とする。

 8. 印はスラブ主筋方向を示す。

 6.スラブ符号はDS1とする。

10.大梁継手位置は柱芯（取付く部材芯）より1200とする。

 9.片持ちスラブの主筋方向は取り付く梁と直交方向とする。
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印範囲のスラブ天端は3FL-100を示し、小梁天端は3FL-250とする。
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特記なき限り下記による

 1.梁天端は水勾配による。

 4.スラブ主筋方向はY方向とする。

 5. 印は水勾配を示す。

 3.スラブ符号はDS1とする。
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 9. 　　印はt1を示す。
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特記なき限り下記による

 1.梁符号はB148とする。
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印範囲のスラブ天端は3FL-300を示し、小梁天端は3FL-450とする。
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 2. 内数値はRFLからのスラブ天端を示す。

 2. 内数値はRFLからのスラブ天端を示す。
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 5. 内数値は3FLからのスラブ天端を示す。
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13.建具工事等の下地鉄骨は意匠図による。

10.建具工事等の下地鉄骨は意匠図による。
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特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 2.基礎下端は設計GL-2,200とする。

 6.基礎梁天端は1FL-450とする。

 7.（　）内数値はFLからの梁天端を示す。

 4.B.PL下端は1FL-400とする。

 3.＜　＞内数値は設計GLからの基礎下端を示す。

 5.[　]内数値は1FLからのBPL下端を示す。

 8.J 印はJoint位置を示す。

 9. 印は増打を示す。

10.RC立上り壁はW18とする。
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法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した
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構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010
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図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010
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SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　軸組図（2） 1:200
1:400
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特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 2.基礎下端は設計GL-2,200とする。

 6.基礎梁天端は1FL-450とする。

 7.（　）内数値はFLからの梁天端を示す。

 4.B.PL下端は1FL-400とする。

 3.＜　＞内数値は設計GLからの基礎下端を示す。

 5.[　]内数値は1FLからのBPL下端を示す。

 8.J 印はJoint位置を示す。

 9. 印は増打を示す。

10.RC立上り壁はW18とする。
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図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010
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統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　軸組図（3） 1:200
1:400
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特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 2.基礎下端は設計GL-2,200とする。

 6.基礎梁天端は1FL-450とする。

 7.（　）内数値はFLからの梁天端を示す。

 4.B.PL下端は1FL-400とする。

 3.＜　＞内数値は設計GLからの基礎下端を示す。

 5.[　]内数値は1FLからのBPL下端を示す。

 8.J 印はJoint位置を示す。

 9. 印は増打を示す。

10.RC立上り壁はW18とする。
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設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した
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登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した
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一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した
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法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した
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0
0

1
4
0
0

2
8
0
0

1400 1400

2800

2
2
0
0

12
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

1
5
0
0

3
0
0
0

1500 1500

3000

5
0

2
2
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

2
0
0
0

1
6
0
0

6
0
0

1500 1500

3000

5
0

2
2
0
0 1
6
0
0

6
0
0

1
5
0
0

1
5
0
0

3
0
0
0

1500 1500

3000

5
0

2
2
0
0

1
5
00

7
0
0

1
5
0
0

1
5
0
0

3
0
0
0

2000 2000

4000

5
0

2
2
0
0

1
2
0
0

1
0
0
0

2
1
0
0

2
1
0
0

4
2
0
0

3000 3000

6000

上端筋 下端筋

(各共通)

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ(各共通)

D13@300

D13@300

下端筋 8-D16
下
端
筋
8
-
D
1
6

D13@300

下端筋

下
端
筋
1
1
-
D
1
6

D13@300

下端筋

D13@300

D13@300

下
端
筋

13-D19

1
3
-
D
1
9

下端筋 15-D22

D13@300

D13@300

下
端
筋
1
5
-
D
2
2

下端筋

D13@300

下
端
筋

D13@300

16-D22

1
6
-
D2
2

11-D16

設計GL

設計GL

下
端
筋

D13@300

16-D16

1
1
-
D
1
9

下端筋

D13@300

下端筋

下
端
筋

16-D19

1
6
-
D
1
9

下端筋

D13@300

下
端
筋

D13@300

1
6
-
D
2
5

21-D19

下端筋

D13@300

D13@300

下
端
筋

31-D22

3
1
-
D
2
2

D13@300D13@300

F1 F2 F3 F4 F5

F11 F12 F14

15d15d15d15d15d

15d 15d 15d 15d

1
5
0

2
0
0

再生クラッシャーラン(各共通)

5
0

1
5
0

2
0
0 5
0

1
5
0

2
0
0 5
0

1
5
0

2
0
0 5
0

1
5
0

2
0
0

柱状改良 φ1000

(各共通)

(一部ラップルコンクリート)

F11A

F11Aは柱状改良9本とする

F13F13A

F13Aは柱状改良15本とする
（　）内はF13Aを示す

（23-D19）



庁舎棟　基礎梁リスト 1:50
1:100

032

基礎梁リスト 
2.

特記外.1. 幅止め筋 　  D10@1000以内とする。1/50

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

1FL

使用鉄筋は、D16以下：SD295規格品、D22：SD345規格品、D29：SD390規格品とする。

4
5
0

中　央

FG1

端　部

500

5-D29

5-D29

4-D29

4-D29

8-D13

-D13@200

1
7
5
0

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

全断面

5-D29

5-D29

1
7
5
0

FG1V

8-D13

-D13@100

500

中　央端　部

500

5-D29

5-D29

4-D29

4-D29

4-D13

-D13@200

1
1
5
0

中　央

FG3

1・10　端

500

4-D29

4-D29

4-D29

5-D29

8-D13

-D13@200

2・9　端

5-D29

5-D29

1
7
5
0

中　央

FG4

端　部

500

8-D13

-D13@100

1
7
5
0

全断面

3-D29

3-D29

1
7
5
0

FG5

8-D13

-D13@200

400

全断面

3-D29

3-D29

1
1
5
0

FG6

4-D13

-D13@200

400

全断面

4-D29

4-D29

1
7
5
0

FG7

8-D13

-D13@200

400

中　央

FG10

1・10　端

900

16-D29

13-D29

16-D29

13-D29

8-D13

-D13@200

2・9　端

8-D29

8-D29

1
7
5
0

FG2

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

1FL

全断面

5-D29

5-D29

1
7
5
0

FG11

8-D13

-D13@200

500

全断面

5-D29

5-D29

1
7
5
0

FG11V

8-D13

-D13@100

500

中　央端　部

500

7-D29

7-D29

4-D29

4-D29

4-D13

-D13@200

FG12

1
1
5
0

中　央

FG13

D　端

500

5-D29

5-D29

4-D29

4-D29

8-D13

-D13@200

E　端

4-D29

4-D29

1
7
5
0

中　央B・E　端

600

4-D29

4-D29

4-D29

4-D29

4-D13

-D13@200

FG14

C・D　端

6-D29

6-D29

1
1
5
0

6-D29

6-D29

1
1
5
0

600

全断面

FG14V

4-D13

-D13@100

中　央

FG15

A・F　端

7-D29

6-D29

7-D29

6-D29

8-D13

-D13@200

B・E　端

4-D29

4-D29

1
7
5
0

600

9-D29

6-D29

1
7
5
0

全断面

FG15V

8-D13

-D13@100

600

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

1FL

全断面

4-D29

4-D29
1
7
5
0

FG17（FG17A）

8-D13（10-D13）

-D13@200

500

6-D29

5-D29

1
7
5
0

全断面

FG18（FG18A）

8-D13（10-D13）

-D13@200

600

全断面

4-D29

4-D29

1
7
5
0

FG19

8-D13

-D13@200

500

全断面

FG20

1000

18-D29

12-D29

8-D13

-D13@200

1
7
5
0

5
0

6
0

捨てコン
砕石

6-D29

5-D29

4-D29

4-D29

全断面

7-D29

7-D29

1
6
0
0

FG1VB

8-D13

-D13@100

500

6
0
0

4
5
0

4
5
0

全断面

4-D29

4-D29

1
40
0

FG19A

6-D13

-D13@200

500

8
0
0

全断面

FG20A

1000

20-D29

13-D29

8-D13

-D13@200

16
0
0

6
0
0

中　央E　端

700

6-D29

6-D29

11-D29

 9-D29

4-D13

-D13@200

FG16

F　端

11-D29

 9-D29

1
1
5
0

中　央

FG5B

8　端

3-D29

3-D29

3-D29

3-D29

10-D13

-D13@200

9　端

5-D29

5-D29

1
9
0
0

400

（　）内はFG17Aを示す （　）内はFG18Aを示す

（
1
9
0
0
）

（
1
9
0
0
）

カットオフ：2250 カットオフ：2250カットオフ：2550

カットオフ：3150 カットオフ：2750 カットオフ：2050

全断面

FCG1

1350

8-D29

8-D29

6-D13

-D13@200

1
2
00

4
5
0

中　央

FG5A

端　部

10-D13

-D13@200

4-D29

3-D29

3-D29

3-D29

400

1
9
0
0

カットオフ：2500

4-D29

4-D29

1
0
0
0

全断面

FCG2

2-D13

-D13@100

600

全断面

FG20B

1000

21-D29

16-D29

6-D13

-D13@100

1
40
0

8
0
0

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

1FL

全断面

7-D29

7-D29

1
7
5
0

FG1VA

8-D13

-D13@100

500

4
5
0

4
5
0

中　央

FG2A

2・9　端 3・8　端

5-D29

5-D29

1
1
5
0

500

7-D29

7-D29

4
5
0

4-D13

-D13@200

4-D29

4-D29

カットオフ：2800

全断面

6-D29

6-D29

1
7
5
0

FG17B

8-D13

-D13@200

500

人通孔補強要領図 1/30

横 筋 縦 筋 斜め筋

4-D16 2-D13H1 8-D19

4-D16 2-D13H2 8-D22

8-D16 2-D13H3 8-D22

8-D16 2-D13H4 8-D25

8-D16 2-D13H5 8-D29

550φ 600φ

H5 -FG1VA

- H2FG5A

- H1FG5B

H2 -FG7

- H4FG17A

梁符号

H4 -FG18

- H2FB4A

1FL

縦筋

基礎梁主筋

横筋

基礎梁主筋

斜め筋

※

60
0

D

D

※はSA-026図による

21



基礎小梁リスト
2.

特記外.1. 幅止め筋 　  D10@1000以内とする。1/50
使用鉄筋は、D16以下：SD295A規格品、D22:SD345規格品

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

1FL

3-D22

2-D13

-D10@200

3-D22

5-D22

2-D13

-D10@200

FB2

3-D22

連続端

3-D22

5-D22

中　央

3-D22

3-D22

外　端全断面

6
0
0

300

FB1

7
0
0

300

3-D22

10-D13

-D13@200

3-D22

全断面

1
9
0
0

300

FB3

5-D22

10-D13

-D13@200

FB4

3-D22

D　端

3-D22

5-D22

中　央

3-D22

3-D22

E　端

1
9
0
0

300

5-D22

8-D13

-D13@200

FB5

5-D22

端　部

 5-D22

10-D22

中　央

450

1
7
5
0

小梁リスト
2.

特記外.1.1/50

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

1FL

3-D22

2-D13

-D10@200

3-D22

全断面

6
0
0

300

B1

幅止め筋 　  D10@1000以内とする。

使用鉄筋は、D16以下：SD295A規格品、D22:SD345規格品

5-D22

2-D13

-D10@200

B2

3-D22

連続端

3-D22

5-D22

中　央

3-D22

3-D22

外　端
7
0
0

300

3-D22

3-D22

300

2-D13

-D10@200

B3

3-D22

4-D22

7
0
0

端　部 中　央

5-D22

2-D13

-D10@200

B4

3-D22

連続端

3-D22

5-D22

中　央

3-D22

3-D22

外　端

8
0
0

300

連続端の適用範囲

連続端：大梁をはさんで対面に別の小梁端部がある場合
終了端：　　　　　　　〃　　 　　　 　　がない場合

大
梁

大梁 大梁

小梁

大
梁

小梁

大
梁

終了端

小梁

連続端

小梁

注1）
終了端

CB（例）

注）1. 小梁相互の芯に平面的なずれがある場合の扱いは特記による。

特記がない場合は下記による。

連続端

連続端 連続端連続端 先端元端

小梁小梁

大
梁

D

e e＞500・・・終了端とする

e≦500・・・連続端とする

庁舎棟　基礎小梁・小梁リスト 1:50
1:100

033
株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

4
5
0
,
6
0
0

版　厚符　号 位　置
端　部

短辺方向

中　央 端　部

長辺方向

中　央
備　考

FS1
下端筋

上端筋

耐圧版リスト 特記なき限り ・地業　捨てコンｔ=50、砕石ｔ=60とする。

165
D10・D13@200

D10・D13@200

D10@200

D10@200

※屋外に面するスラブの設計かぶり厚さは40mm、

下端筋用バ－型スペ－サ－

上端筋用バ－型スペ－サ－

t

※
3
0

※
3
0

2.普通型枠使用
1.バ－型スペ－サ－を使用する。

版　厚符　号 位　置
端　部

短辺方向

中　央 端　部

長辺方向

中　央
備　考

S1
下端筋

上端筋

特記なき限りスラブリスト

150
D10・D13@200

D10@200D10・D13@200

D10@200

S2
下端筋

上端筋
150

D10・D13@200

D10・D13@200

D10・D13@200

D10・D13@200

S3
下端筋

上端筋
150

D13@200

D13@200 D10・D13@200

D10・D13@200

FS2

FS3

FS4

FS5

FS6

FS7

FS8

下端筋

上端筋
165

D10・D13@200

D10・D13@200

D10・D13@200

D10・D13@200

下端筋

上端筋
165

D13@200

D13@200

D10・D13@200

D10・D13@200

下端筋

上端筋
200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

下端筋

上端筋
200

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

下端筋

上端筋
250

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

下端筋

上端筋
300

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

下端筋

上端筋
400

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

FB4A

4
5
0

4
5
0

3-D22

8-D13

-D13@200

3-D22

C　端

3-D22

5-D22

中　央

5-D22

3-D22

D　端

1
7
5
0

300

※屋外に面するスラブの設計かぶり厚さは40mm、
下端筋用バ－型スペ－サ－

上端筋用バ－型スペ－サ－

t

※
3
0

5
0

FCS1
下端筋

上端筋
200

D10@200

D13@200

D10@200

D10@200

CS1
下端筋

上端筋
150

D10@200

D13@200 D10@200

D10@200

6-D22

-

-D13@200

4-D22

全断面

5
0
0

500

B5

3
0
0

2
0
0
,
3
0
0

3-D22

10-D13

-D13@200

4-D22

全断面

1
9
0
0

300

FB3A



符 号

柱 脚

鉄骨柱リスト 1/30

1．使用鋼材はBCR295規格品とする。

特記なき限り

3　階

C1（C1A）

備 考

B.PL

□-550x550x22

HOOP

柱 型

備 考

2．通しダイアフラム：集合する梁フランジ最大厚の2サイズ（6mm）アップ以上かつ

主 筋

2　階

1　階

□-550x550x22

□-550x550x22

　　　　　　　　　　 接合する柱材の1サイズ（3mm）アップ以上でSN490Cとする。

3. 内ダイアフラム　：集合する梁フランジ最大厚の1サイズ（3mm）アップ以上でSN490Cとする。

4.SN490B材の大梁が取付くダイアフラムは全て通しダイアフラムとする。

5．屋外に露出する鉄骨は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

1FL

3
00

L
2

  -D10

□-D10@100

D13@200

露出柱脚保護コンクリート要領図 1/30

A.BOLT

C2

□-550x550x19

□-550x550x19

□-550x550x19

C3

□-550x550x19

〇-318.5x19

□-550x550x19

-D13@100

24-D25（32-D25）

1000

1
0
0
0

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　鉄骨柱リスト 1:30
1:60

C10

B□-800x800x28

C21

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

C22

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

C4

□-550x550x19

〇-267.4x19

□-550x550x19

C5

〇-318.5x12.7

〇-318.5x12.7

〇-318.5x12.7

□-450x450x19

□-450x450x19

C11

□-450x450x19

□-450x450x19

□-450x450x19 H-300x300x10x15

（STKN490B） （STKN490B） （STKN400B）

（STKN400B）

（STKN400B） （SN490B） （SN490B）

（SN400B）

（SN400B） （SN400B）

（SN400B）

8-M42

ハイベースNEO　EB550-8-42

無収縮モルタルt=50

ハイベースNEO　EB550-8-42 ハイベースNEO　EB550-8-42 ハイベースNEO　EB550-8-42 ハイベースNEO　EM300-4-24 ハイベースNEO　GB800-8-56
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無収縮モルタルt=50
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無収縮モルタルt=50
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（SN490B）

034

-D13@100

32-D25

-D13@100

24-D25

-D13@100

24-D25

-D13@150

12-D19

-D16@100

28-D29

C23

H-400x400x13x21（SN490B）

継手

　　　  2F.PLs-12x110x350　HTB 6-M22

［SN400B］F.PL - 9x300x350    　　　　

        2W.PLs- 9x200x170  HTB 3-M22

　　　  2F.PLs-12x110x440　HTB 8-M22

［SN490B］F.PL - 9x300x440    　　　　

        2W.PLs- 9x200x290  HTB 6-M22

　　　  2F.PLs-12x110x350　HTB 6-M22

［SN400B］F.PL - 9x300x350    　　　　

        2W.PLs- 9x200x170  HTB 3-M22

　　　  2F.PLs-12x110x440　HTB 8-M22

［SN490B］F.PL - 9x300x440    　　　　

        2W.PLs- 9x200x290  HTB 6-M22

2F.PLs-16x170x530　HTB 16-M22

  F.PL -12x400x530    　　　　

2W.PLs-12x260x290  HTB  8-M22

鉄骨柱リスト 1/30

符 号 FC1

HOOP

備 考

主 筋
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6
0
0

-D13@150

12-D19

断 面

FC2

700

6
0
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-D13@150

14-D19

FC3
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6
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-D13@150

14-D19

FC4
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6
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-D13@100

20-D19

（　　）内はC1Aを示す

-

-

ハイベースNEO　EH300x300-4-36

4-M36

無収縮モルタルt=50

ハイベースNEO　EH300x300-4-36

4-M36

無収縮モルタルt=50
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7
5
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-D13@100

16-D22

-D13@100

16-D22
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7
5
0



1．使用鋼材はSN400B規格品とする。　　印はSN490Bとする。

鉄骨大梁リスト

特記なき限り

G1符 号
階

R　階

3　階

2　階

符 号
階

R　階

3　階

2　階

符 号
階

R　階

3　階

2　階

2. 屋外に露出する鉄骨は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

全断面 H -500x200x10x16

全断面 H -600x200x11x17

全断面

G1A G3G2V

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　鉄骨大梁リスト・大梁継手表 1:30
1:60

H -600x200x11x17

G1V

H -588x300x12x20全断面

H -800x300x14x26全断面

G2

H -488x300x11x18全断面

H -588x300x12x20全断面

H -600x300x12x22全断面

H -588x300x12x20全断面

H -588x300x12x20全断面

G2A

H -600x200x 9x22全断面

H -588x300x12x20全断面

H -588x300x12x20全断面

全断面 H -500x200x10x16

全断面 H -600x200x11x17

全断面 H -600x200x11x17

G3A

H -588x300x12x20全断面

G3V

H -588x300x12x20全断面

G4

H -900x300x16x25全断面

G4V

H -900x300x16x25全断面

G5

H -488x300x11x18全断面

BH -700x300x12x22G10側

H -588x300x12x20中央・他端

G10

H -700x300x13x24全断面

H -700x300x13x24全断面

G11

H -488x300x11x18全断面

H -588x300x12x20全断面

H -588x300x12x20全断面

G11A

H -600x300x12x28全断面

G11V

H -488x300x11x18全断面

H -588x300x12x20全断面

H -588x300x12x20全断面

G12

H -700x300x13x24全断面

H -800x300x14x26全断面

H -800x300x14x22全断面

G12A

H -800x350x14x28全断面

G12V

H -700x300x13x24全断面

H -800x300x14x26全断面

H -800x300x14x22全断面

G13

H -900x350x16x28全断面

H -900x350x16x28全断面

G14

全断面 BH -500x500x19x32

全断面 BH -500x500x19x32

G15

H -700x300x13x24全断面

H -800x350x14x25全断面

全断面

G15V

H -700x300x13x24全断面

H -800x350x14x25全断面

全断面

CG1

H -800x300x14x26全断面

4045

40
P

150

35

35

40

40
300

フランジ幅300シリーズ

2W.J.PLs

高力ボルトの諸規定は、下表による

ピッチ エッジ 孔径種別

（JSS Ⅱ 09 規格品・トルシア形特殊高力ボルト）

60

21.5φ

F10T M22

M20

M16

40 23.5φ

17.5φ

大梁継手表

F.J.PL(A)
2F.J.PLs(B)

・下表のＷ.H.T.Bの本数は、JOINTする片側の梁のウェブに必要な本数とする。

・継手はSCSS-H97に準拠する。

・下表のF.H.T.Bの本数は、JOINTする片側の梁の１フランジに必要な本数とする。

・使用H.T.BはS10T認定品とする。外部鉄骨は溶融亜鉛メッキとし、

・使用鋼材は、無印：SN400B規格品、○印：SN490B規格品とする。

60

60

40

40

4060

140

40

40

90

90
400

フランジ幅400シリーズ

ブラケットタイプ

　H.T.BはF8Tメッキボルト認定品とする。

梁中央部主材

F.J.PL(A) 2W.J.PLs

フランジ

P W.HTB

ウェブ

F.HTB2F.J.PLs(B)

ブラケットタイプ

使用鋼材 無印：SN400B規格品 　印：SN490B規格品

　印：SN490C規格品

　印：TMCP325C規格品

C

T

・スプライスプレートの材質は母材材質に同等とする。

H -500x200x10x16

H -600x200x11x17

H -600x200x 9x22

H -800x300x14x26

H -488x300x11x18

H -588x300x12x20

H -600x300x12x22

H -588x300x12x20

H -700x300x13x24

H -900x300x16x25

H -600x300x12x28

H -800x300x14x26

H -800x300x14x22

H -800x350x14x28

H -700x300x13x24

BH -500x500x19x32

H -800x350x14x25

035

12x200x410  9x350x170 90  4x1-M22 6-M2212x 80x410

16x200x410  9x440x170 90  5x1-M22 6-M2216x 80x410

12x200x410  9x440x170 60  7x1-M22 6-M2212x 80x410

12x300x440 12x320x170 60  5x1-M22 8-M2212x110x440

12x300x440  9x440x170 60  7x1-M22 8-M2216x110x440

16x300x530  9x440x170 60  7x1-M2210-M2219x110x530

19x300x620  9x440x170 60  7x1-M2212-M2222x110x620

19x300x530  9x560x170 60  9x1-M2210-M2219x110x530

19x300x530 12x620x170 60 10x1-M2210-M2219x110x530

16x350x410 12x620x170 60 10x1-M2212-M2219x140x410H -800x350x14x25

19x300x530 12x740x170 60 12x1-M2210-M2219x110x530

H -900x350x16x28 19x350x410 12x680x170 60 11x1-M2212-M2219x140x410

12x300x530  9x440x290 90  5x2-M2210-M2216x110x530

19x300x710 12x530x290 90  6x2-M2214-M2219x110x710

16x300x620 12x620x290 90  7x2-M2212-M2219x110x620

19x300x710 12x620x290 90  7x2-M2214-M2219x110x710

19x350x650 12x620x290 90  7x2-M2220-M2222x140x650

19x350x530 12x620x290 90  7x2-M2216-M2219x140x530

H -800x350x14x25 H -800x350x14x25

H -488x300x11x18 10-M22 90  4x2-M22 9x350x29012x300x530 12x110x530

16-M2225x500x530 25x170x530 16x320x290 60  5x2-M22

H -248x124x 5x 8全断面

CG3

3. 大梁ピン接合のボルトは、継手表ブラケットタイプのウェブ欄による（二面せん断）。

   GPLはウェブ厚以上とし、材質はSN400Bとする。

P

120

1205-M22750

1,000

950

800

140

120

588～600

700

650

1204-M22

4-M22

4-M22

140

120

H H.T.B.

135

175

150

160

120

145

140

e

140850 145

120900 6-M22 150

65 40

e
e
P

P
〃

〃

H

105

※ガセットの角部を

  溶接で欠損しないこと。

  UT対象外とする。

※ウェブの現場溶接部は、

1
03
5

1
0

3
5

4065

7

5
1
1

35°

45°

488～500 1203-M22 130

※注記
P2e2

G.PL-16以下は隅肉溶接

G.PL-19は部分溶込み溶接

G.PL-22以上は完全溶込み突合せ溶接

e2
Hw2

P
1

e
1

H
w
1

e
1

ノンブラケットタイプ［ウェブ（HTB+現場溶接）］

ノンブラケットタイプ［ウェブ（HTBのみ）］

A

C

B

5-M22

5-M22

6-M22

6-M22

詳細A

工場溶接

現場溶接

詳細B

G.PL-16

詳細C

P
1

P
1

P
1
P
1

※注記

G.PL

ノンブラケットタイプ

<タイプA>

<タイプB>

G.PL

・タイプAを標準とする。タイプBを採用する場合は継手耐力検討を行い、監理者の確認を得ること。

450 1203-M22 105

16

12

16

12

G.PL

16

12

16

16

16

16

12

G.PLの材質は取付く梁と同じとする

4. エンドタブに代替タブを使用する場合は、AW検定有資格者にて溶接を行うこと。

H -488x300x11x18全断面



庁舎棟　座屈拘束ブレースリスト 1: -
1: -

036
株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞
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備　考仕　口部　材符 号

1．使用鋼材は SS400規格品とする。
鉄骨部材リスト

特記なき限り

小　梁

B298 H-298x149x5.5x8 G.PL- 9   HTB  3-M20

座屈止め要領図

B396 H-396x199x 7x11 G.PL-12   HTB  5-M20

1
0
0

HTB 2-M20
G.PL-9

t2大梁

小梁

1
0
0

大梁

2L-65x65x6（SS400）

t1
  -125x65x6x8（SS400）

小梁

2．使用H.T.BはS10T認定品とし、めっき部材はF8Tめっきボルト認定品とする。

3. 屋外に露出する鉄骨は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

スラブ嵩上げ要領図

H

L2L2
D10@200

D13

D13

段差

t110
嵩上げ材

・山形鋼による場合

h=段差寸法+t1+10とする。

h 嵩上げ材

h ≦ 65 L- 65x 65x 6

 65 ＜ h ≦ 75 L- 75x 75x 6

 75 ＜ h ≦ 90 L- 90x 90x 6

L-100x100x 7

L-150x 90x 9

 90 ＜ h ≦100

100 ＜ h ≦150

L-200x 90x 9 x14150 ＜ h ≦200

CT鋼による200 ＜ h

・CT鋼による場合

PL-6@1000

PL-9以上

CT又はBTPL-12以上

h

2-D13

PL-1.6（SS400）
（端部溶接）

L-65x65x6（@1000）

L

300＜L≦500

50 3030

（端部フレアー溶接）

（各所共通）
9φ@500

レベル-4mm

デッキ方向
FB-65X6

FB-65X6

柱周囲部

梁継手部

FB-50x6(SS400)
デッキ受け

50（かかり代）

50（かかり代）

50 50

50(かかり代)※

50 30

50
50

（SS400）

（SS400）

デッキ受け詳細図

HTB 2-M20
G.PL-9

B446 H-446x199x 8x12

B596 H-596x199x10x15 G.PL-16   HTB  8-M20

B496 H-496x199x 9x14

B700 H-700x300x13x24

G.PL-12   HTB  6-M20

G.PL-12   HTB  7-M20

G.PL-16   HTB  8-M22

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　鉄骨部材リスト 1:20,30
1:40,60

B248,CB248 H-248x124x  5x8 G.PL- 9   HTB  3-M20

B198 H-198x 99x4.5x7 G.PL- 6   HTB  2-M20

梁上端スタッドボルト要領図 1/20

1
0
0

1
0
0

125

BB

B＜250 B≧250

（B=フランジ幅）

・（　）内大梁の場合とする。

16φ@300
（19φ@200）

16φ@300
（19φ@200）

B582 H-582x300x 12x17 G.PL-12   HTB  8-M22

037

バ－型スペ－サ－

450以下

L

（端部フレアー溶接）

（各所共通）

8φ@500
アークスポット溶接
2-D13
（端部溶接）
PL-1.6（SS400）

40

50 30

9φ@500

補強鉄筋端部溶接要領

先端折り曲げる
9φ@500
補強鉄筋40

30

PL-1.6（SS400）

8φ@500
アークスポット溶接

デッキスラブ外端部納まり要領図

スラブ筋
スタッド

デッキスラブ配筋末端処理図

1
5
0

450以下

デッキタイプ
位　置

長　辺　方　向短　辺　方　向

端 部 中 央
デッキ主筋

位置
スラブ厚符　号

短　辺　方　向

連結筋・定着筋

追加補強主筋
端　部

Lx/4+15d

中央部

長　辺　方　向

15d+Lx/2+15d

中央部

Lx/4+15d

端 部

現　場　配　筋

備　考

端 部 中 央

1．特記なき限り
デッキスラブリスト

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋
150

40

30

80DS1 150
D13@200

D13@200

D10・D13@200

D10・D13@200
EB80-110

D13@200

D13@200 D13@200 -
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- -

但し、デッキ長が600mm以下となる箇所は、フラットデッキ捨て型枠床版工法とする。
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1.

（注記）

デッキプレート受用仮設材は施工荷重1470N/㎡を見込む

2. 仮設材を設けたデッキプレート厚さは
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デッキプレートの梁フランジへの重ね分は50mmとする3.

デッキプレートの溶接：アークスポット溶接4.
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集合する柱における最大板厚の1サイズアップ(3mm)以上、且つ目違いが生じないこと。
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3
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統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹
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庁舎棟　鉄骨階段詳細図

041

7

D

1/1003階伏図 1/100R階伏図

700750

7

700750

階段（1）（2）詳細図 設備階段詳細図

b

a

RFL

3FL

D

5
0
0

4
3
1
0

D

5
4
6
5

5
4
6
5

5
4
6
5

2
1
0
0

5
4
6
5

1
9
5
0

5
4
6
5

5
4
6
5

5465 2100 5465 1950

4
5
0
0

4
5
0
0

1
6
0

1
6
7
0

1
6
0

1
6
7
0

1
6
0

3
1
7
0

1
6
0

1
6
7
0

1
6
0

3
1
7
0

1
6
0

1
6
7
0

2705 875 2705875

2705 875 2705875

2705 875 2705875

1
6
0

31
7
0

1
6
0

31
7
0

2
1
0
0

2
1
0
0

1
9
5
0

1
9
5
0

3FL

2FL

1FL

a b

c d

KB300

KB294

下部KB300

上部・下部KB294

下部KB294

P300P300P300P300

P200P200P200P200

P300P300P300

P200P200P200

P300

P300

P300

P300

P300

P300P200

P200

P200

P200

P200

2 9

E

2 9

E

2 9

E

E E

上部・下部KB300

1/1003階伏図

1/1002階伏図

1/1001階伏図

KB300

fe

中央階段詳細図

49
1
1
5
1
5

72003525

72003525

4
50
0

1/100 1/1001階伏図 2階伏図

2FL

1FL

f

e

d

4

C

4 5

4 5

b

4
06
1
6
8
5

C

ca

P150

K
B
2
9
8

構造仕様

鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする。

鋼材：SS400

HTB：F8T溶融亜鉛めっきボルト（認定品）
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

釜場配筋図

B×L寸法は、意匠図による。

D13-@150

D13-@200

D13-@150

1-D16

1-D16

60゜

t : 耐圧版厚さ

t

t

t

B×L

2-D16

2-D16

>150

スラブ上端主筋と

同径、同間隔補強

（注）

（注）

の場合とする。

適用範囲は床版厚さt≦200

上記の場合床版配筋はモチアミ配筋とする。

ST　D10-@200

（3）床版の段差＞150

1-D13

梁増打要領に準ずる

（4）段違いの下に梁を設けた時

1.5t以上とする

1-D16

スラブ段差補強要領図

（1）床版の段差(H)≦70 （2）70＜床版の段差(H)≦150

D13

350

L2

L2 D13

※鉛直定着長をL2以上とする。

　小梁下端筋は、適用外とする。

水平定着長La、Lbが不足する際の配筋要領

La以下

La、Lb以下かつ梁幅の1/2以上

柱・梁増打ち要領図（基礎梁を含む。）

柱

同　左

梁柱

梁増打終了部分要領

増打部分

L2

※腹筋の定着は、主梁の腹筋と同等とする。

補強筋本数表

Aの範囲

で割付
主筋と同径を@200

梁

腹筋は
補強筋

主梁と同じ

（3）（2）（1）

A＜70補強なし

梁（2）、（3）梁（1）

70≦A≦300

300＜A

D16-@200で割付 D16-@200で割付 D16-@200で割付

梁増打部分のあばら筋及び腹筋は主梁と同径，同間隔

腹筋はD13@300
同　左

増打部に定着する場合の配筋要領（スラブ、梁共通）

La、Lb

L
2

・増打部内で定着長を満足する場合

スラブ筋、梁筋
梁幅の1/2以上

・増打部内で定着長を満足しない場合

スラブ筋、梁筋

増
打
部

L
2

押えコンクリート上端

押えコンクリート上端

タテ筋　D10-@200

ヨコ筋　D10-@200

タテ筋　D13-@200

床スラブから直接コンクリートを打設する場合は

25d定着する

25d定着する

床スラブから直接コンクリートを打設する場合は

H
H

スタ－ラップ スタ－ラップ

□-D13-@200

4-D19 4-D19

（注）

3.幅止め筋　D10-@1000

  腹筋　　　2-D10

※ ※
B

H H

1-D13 D10-@2003-D19 3-D19

1.取付く梁のスパンは4000以下とする。

2.梁形は本体の梁から梁へ通すこと。

4.B.H.Lは建築図による。

※寸法は意匠図による。

（a）H≦200の場合

（注）位置寸法は建築図による。

（b）200＜H≦400の場合

ヨコ筋　D13-@200

□-D13-@200

（a）屋外 （b）一般

B

設備基礎配筋要領図

D10@200

D13@200

2-D13

D10@200

※印は意匠図による

※

※
※

455

（35d）

※ ※

※

設備基礎配筋図

鉄骨架台

5.鉄骨架台はH-200x200x8x12（SS400）とし、

  アンカーボルト2-M16（SS400）フック付きとする。

6.鉄骨架台は溶融亜鉛めっき処理とする。
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞
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部配筋図 1/30a

壁リスト 1/30特記外.1.断面は水平断面とする。

符　号

位　置

断　面
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幅止め
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補強筋
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防水提配筋図
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一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3
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統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　設備架台詳細図
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1/2001階上部外壁受け伏図

特記なき限り下記による

 1.鉄骨梁天端は2FL-1530とする。

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　外壁受け伏図（1） 1:200
1:400

045

1/2001階下部外壁受け伏図

特記なき限り下記による

 1.鉄骨梁天端は1FL+815とする。
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1/2002階上部外壁受け伏図

特記なき限り下記による

 1.鉄骨梁天端は3FL-1350とする。

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　外壁受け伏図（2） 1:200
1:400

046

1/2002階下部外壁受け伏図

特記なき限り下記による

 1.RC壁天端は2FL+825とする。
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 2.　　印は上部梁接合位置を示す。（G.PL-9　HTB 2-M16）
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1/2003階上部外壁受け伏図

特記なき限り下記による

 1.鉄骨梁天端はRFL-1700とする。

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　外壁受け伏図（3） 1:200
1:400

047

1/2003階下部外壁受け伏図

特記なき限り下記による

 1.鉄骨梁天端は3FL+430とする。
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SA

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　外壁受け軸組図 1:200
1:400

048
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担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3
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統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

庁舎棟　外壁受け軸組図（2） 1:200
1:400
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した
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　1/2本以上を開口の両側の上下筋位置に設ける。

開口寸法A
開口寸法B

補強筋B

補強筋A

スラブ端部の配筋1

開口部廻りの上端筋に
フックを設ける。

・設備配管（CD管、チューブ等）部はスラブ配筋が@200以上の場合は、同径で

　同ピッチを間の上端に付加する。又は6φ-100×100を付加する。

・埋設配管を行う場合は厚さtの1／5以下の管径とし、配管ピッチは@200以上

　とする。

　梁直交方向の上端に同径で同ピッチ、2L1以上、梁と平行方向も同径で同ピッチ

・合成梁のスラブは、スラブ配筋が@200以上の場合は、（合成床版を含む）

　を付加する。

・スラブの嵩上げコンクリート厚さが50mmを超える場合は、D10@200モチアミ、
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※ スリーブ間隔は、隣り合う開口径の平均の3倍以上とする。

　 間隔が確保できない場合は、開口面間寸法は100mm以上とし、

　 包括した開口として開口補強筋を設ける。
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100から上記の範囲
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スラブ開口補強筋要領図スラブ補強要領

庁舎棟　オイルタンク配筋図 1:30
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法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した
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博物館別館　地盤改良・1階伏図　 1:100
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1/100地盤改良伏図
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1/1001階伏図

特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+600とする。

 4.基礎梁天端は1FL-350とする。

 8.スラブ天端は1FL-50とし、上端増打50mm（仕上天1FL±0）とする。

12.スラブ主筋方向はY方向（　　　）とする。

13.

 2.基礎下端は設計GL-550とする。
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 6.BPL下端は1FL-300とする。

印範囲のスラブ天端は1FL-100を示す。 9.

bFS1bFS1

bFS1bFS1

bFS1

特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+600とする。

 5.支持層は風化頁岩とする。

 6.施工に先立ち試験掘を行うこと。

   その際、必ず土質サンプルを採取すること。

   （採取が困難な場合は無水掘とする。）

 7.改良コラム先端深さは先行コラムにて基準トルク値

   を決定し、基準トルク値程度となる深さを標準とする。

地盤改良天端コラム径 地盤改良想定先端深さ

1000φ 設計GL-0.6～-1.25m

地盤改良仕様

設計GL-4.0m

本数

90

設計基準強度  Fc=800kN/m2

工法：ソイルセメントコラム工法

55005500

b
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 3.地盤改良体天端は設計GL-600とする。

 2.　　印はコラム芯示す。
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 1.梁天端は水勾配とする。
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 1.鉄骨梁天端は2FL-40とする。
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 4.　 印はタイトフレーム設置位置を示し、鉄骨小梁天端は鉄骨大梁天端+50とする。

   　 印は折板受けC-100x50x20x3.2の設置位置を示す。
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 3.（　）内は2FLからの鉄骨梁天端を示す。
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 7.（　）内数値は1FLからの基礎梁天端を示す。

 5.［　］内数値は1FLからのBPL下端を示す。
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2.

特記外.1. 幅止め筋 　  D10@1000以内とする。1/50

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

1FL

使用鉄筋は、D16以下：SD295規格品、D22：SD345規格品とする。

基礎小梁リスト
2.

特記外.1. 幅止め筋 　  D10@1000以内とする。1/50
使用鉄筋は、D16以下：SD295規格品、D22：SD345規格品とする。

符　号

位　置
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短辺方向

中　央 端　部

長辺方向

中　央
備　考

bFS1
下端筋

上端筋

耐圧版リスト 特記なき限り ・地業　捨てコンｔ=50、砕石ｔ=60とする。
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D13@200

D13@150

D13@150

3
5
0

特記なき限り ・（　）内はスラブ天1FL-750エリアを示す。

（
7
0
0
）

（
1
2
0
0）

2. （　）内はスラブ天1FL-750エリアを示す。

（
1
0
0
0
）

（
1
0
0
0）

5-D22

5-D22

bFB2

400

2-D13

-D10@150

礎柱リスト 1/50

符　号

断　面

主 筋

HOOP

備　考

bFP1

500

5
0
0

8-D19

-D10@100

頂部キャップ筋　　-D13@200　両方向

D13@150

D13@150

3-D22

3-D22

8
5
0

2-D13

-D13@200

bFG2

全断面

350

2
0
0

3-D22

3-D22

7
0
0

2-D13

-D13@200

bFG13

全断面

350

3-D19

3-D19

3
5
0

-

-D13@150

bFCG1

全断面

350

2
0
0

3
5
0

（
1
0
0
0
）

下端筋

上端筋
bFCS1 180

D10@200

D13@200

D10@200

D10@200

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SB

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

5
0
0

5
0

5
0

5
5
0

（
7
0
0
）

（
1
2
0
0）

二重スラブ部配筋図 1/30

間柱受け基礎梁側面増打要領 1/30

bFCG2

全断面

2-D13

-D13@200

350

2-D22

7
0
0

3
5
0

2-D22

（
1
0
0
0
）

全断面

3-D22

3-D22

6
0
0

bFB3

300

2-D13

-D10@200

A・B 端 中　央 A+5500 端

7
0
0

5-D22

7-D22

7-D22

5-D22

※屋外に面するスラブの設計かぶり厚さは40mm、
下端筋用バ－型スペ－サ－

上端筋用バ－型スペ－サ－

t

※
3
0

5
0

壁リスト 1/30特記外.1.断面は水平断面とする。

符　号

位　置

断　面

縦　筋

横　筋

幅止め

壁　厚

開　口

補強筋

縦　筋

横　筋

斜　筋

bW18

全断面

D10@200（ダブル）

D10@200（ダブル）

D10＠1000

-

180

-

-

180

（　）内はbFB1Aを示す

基礎梁主筋の上下関係

Ｙ方向主筋（bFG1・bFG2）
Ｘ方向主筋（bFG11～bFG13）

Y方向主筋

1
1
0

8
0

8
0

1
1
0

寸法は主筋芯位置を示す

Ｙ方向主筋（bFG1・bFG2）
Ｘ方向主筋（bFG11～bFG13）

1FL 5
0

7
0
0

1
5
0

L2

L2

D13@200

D13@200

150

スタイロフォーム

2
0
0

300

1
2
0

3
30

L
2

  D10@100

3-D16

1

a

2　-D13

3-D16L2

1FL

a SEC.

L
2

L2

  D10@100

1FL

1
5
0

300

1
2
0
3
3
0

L2

  D10@100

3-D16

5

b

b SEC.

2　-D13

3-D16

  D10@100

P250

P194

L2

L
2

L2



符 号

柱 脚

鉄骨柱リスト 1/30

1．使用鋼材はBCR295規格品とする。

特記なき限り

bC1

備 考

B.PL

HOOP

柱 型

備 考

2．通しダイアフラム：集合する梁フランジ最大厚の2サイズ（6mm）アップ以上かつ

主 筋

2　階

　　　　　　　　　　 接合する柱材の1サイズ（3mm）アップ以上でSN490Cとする。

3. 内ダイアフラム　：集合する梁フランジ最大厚の1サイズ（3mm）アップ以上でSN490Cとする。

1FL

3
5
0

L
2

  -D10

□-D10@100

D13@200

露出柱脚保護コンクリート要領図 1/30

A.BOLT

1．使用鋼材はSN400B規格品とする。

鉄骨大梁リスト

特記なき限り

60
40
P

40

125～200

フランジ幅200シリーズ

2W.J.PLs

高力ボルトの諸規定は、下表による

ピッチ エッジ 孔径種別

（JSS Ⅱ 09 規格品・トルシア形特殊高力ボルト）

60

21.5φ

F8T M22

M20

M16

40 23.5φ

17.5φ

特記なき限り

大梁継手表

F.J.PL(A)
2F.J.PLs(B)

下表のＷ.H.T.Bの本数は、JOINTする片側の梁のウェブに必要な本数とする。

継手はSCSS-H97に準拠する。

下表のF.H.T.Bの本数は、JOINTする片側の梁の１フランジに必要な本数とする。

使用H.T.BはS10T認定品とする。

使用鋼材はSN400B規格品とする。

60

60

40

40

部　材
F.J.PL(A) 2W.J.PLs

フランジ

P W.HTB

ウェブ

F.HTB2F.J.PLs(B)

bG1符 号
階

R　階

フランジ幅300シリーズ

3
5

4
0

3
5
4
0 1
5
0

3
0
0

4540

備　考

-D13@150

8-D19

660

6
6
0

全断面 H -400x200x 8x13

□-300x300x12

370

460

3
7
0

4
6
0

3
2

4-φ44

4-M30

ハイベースNEO　EB300-4-30

無収縮モルタルt=50

bG11

全断面 H -390x300x10x16

博物館別館　鉄骨部材リスト 1:30
1:60

符 号

柱 脚

鉄骨間柱リスト 1/30

1．使用鋼材はSS400規格品とする。

特記なき限り

bP250

備 考

B.PL

断 面

A.BOLT

H-250x125x6x9

300

1
0
0

2
0
0

2-M20（L=400）

B.PL-12x200x300

無収縮モルタルt=50

150150

5
0

5
0

接合部

G.PL-9  HTB 2-M20

フック付ダブルナット締め

005

bC2

1　階 □-300x300x12

備　考仕　口部　材符 号

1．使用鋼材は SS400規格品とする。鉄骨部材リスト 特記なき限り

小　梁

2．使用H.T.BはS10T認定品とする。

bB148,bCB148 H-148x100x  6x9 G.PL- 9   HTB  2-M16

bB300 G.PL- 9   HTB  3-M20H-300x150x6.5x 9

水平ブレース bHV20

耐風梁 bHB148 H-148x100x6x9（横使い） G.PL- 9   HTB  2-M16

1-M20（ターンバックル付） G.PL- 9   HTB  1-M20

根太 [ -150x75x6.5x10 @1000

□-300x300x16

□-300x300x16

G.PL- 9   HTB  2-M16

横胴縁 2C-100x50x20x3.2 @600 G.PL-4.5   2-M12（普通ボルト）

bP150

H-150x150x7x10

G.PL-9  HTB 2-M20

100

200

50 50

2
0
0

10
0

1
0
0

2-M20（L=400）

B.PL-12x200x200

無収縮モルタルt=50

フック付ダブルナット締め

H -400x200x 8x13

H -390x300x10x16

 9x200x410  9x 80x410 6-M20  9x260x170 60 4x1-M20

12x300x440 12x110x440 8-M20  9x260x170 60 4x1-M20

すのこ

SSC400

C-100x50x20x2.3 G.PL-4.5   2-M12（普通ボルト） SSC400

bB340 H-340x250x  9x14 G.PL-12   HTB  3-M20

bB440 H-440x300x 11x18 G.PL-12   HTB  5-M22

bP148

H-148x100x6x9

G.PL-9  HTB 2-M16

100

200

50 50

2
0
0

10
0

1
0
0

2-M16（L=320）

B.PL-12x200x200

無収縮モルタルt=50

フック付ダブルナット締め

bP194

H-194x150x6x9

G.PL-9  HTB 2-M20

100

200

50 50

2
4
5

1
2
2
.
5
1
2
2
.
5

2-M16（L=320）

B.PL-12x200x245

無収縮モルタルt=50

フック付ダブルナット締め-D13@150

8-D19

660

6
6
0

370

460

3
7
0

4
6
0

3
2

4-φ44

4-M30

ハイベースNEO　EB300-4-30

無収縮モルタルt=50

bB200 H-200x100x5.5x8 G.PL- 6   HTB  2-M20

bP100要領図 1/30

1
0
0

4
0

4
0

bP100
[ -100x50x5x7.5（SS400）

HTB 2-M20
G.PL-9

鉄骨階段詳細図 1/30

※印は意匠図による

A.Bolt 2-M20 L=600
BPL-16x300x135

フック付、ダブルナット締め

7575150

300

2502525

2
5

8
5

1
35

5
0

16※16

PL-4.5

グラインダー仕上げ

PL-4.5

ササラ　PL-16x250

HTB 2-M20
G.PL-9

符 号

柱 脚

備 考

B.PL

断 面

A.BOLT

接合部

無収縮モルタル
t=50

1FL

2FL

PL-9

HTB 2-M16
G.PL-6

頭つなぎ
[ -100x50x5x7.5（SS400）

2F跳ね出し部支持材要領図 1/20

柱・胴縁取合要領図 1/20

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SB

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

bB148・bCB148剛接要領図1/20 すのこ詳細図 1/20

bB450 H-446x199x  8x12 G.PL-12   HTB  5-M20

□-100x100x2.3 G.PL-6（両側）  2-M12（普通ボルト） STKR400

bB300a G.PL- 9   HTB  3x2-M20H-300x150x6.5x 9

bB200a H-200x100x5.5x8 G.PL- 9   HTB  2x2-M20

F1
HB1

F2

F1

PL-6 PL-6

[ -125x65x6x8（SS400）@10
F2

a

a SEC.

BT-145x200x8x13

C-100x50x20x2.3
胴縁

4
0

1
0
0

4
0

300 胴縁面

BT-145x200x8x13

G.PL-9@1500
HTB 2-M16

Rib.PL-61
0
0

30

40

30

10

30

40

30

1
0

G.PL-4.5x110x210
2-M12（普通ボルト）

75

600

2SPL-6x80x290（SS400）
HTB 2-M16（ST10）

PL-9
bCB148bB148

HB1

3
0
0

C-100x50x20x2.3（SSC400）

方杖　L-65x65x6（SS400）

G.PL-6

G.PL-6
HTB 2-M16

吊材
[ -100x50x5x7.5

（SS400）

2C-100x50x20x2.3（背合せ）
（SSC400）

HTB 2-M16

PL-6PL-6

G.PL-4.5
HTB 2-M12（普通ボルト）

つづり材
PL-6

HTB 1-M16



博物館別館　1通り鉄骨架構詳細図 1:30
1:60

006

A

11000

B

5500 5500

bF2 bF3 bF2

PL-22C

PL-28C

PL-22C

PL-28C

H-390x300x10x16

bG11

 F.PL -12x300x440
2F.PLs-12x110x440
HTB 8-M20

2W.PLs-9x260x170
HTB 4-M20

b
C
2

□
-
3
0
0
x
3
0
0
x
16

b
P
2
5
0

H
-
2
5
0x
1
2
5
x
6
x
9

b
C
2

□
-
30
0
x
3
0
0
x
1
6

b
P
2
5
0

H
-
2
5
0x
1
2
5
x
6
x
9

PL-9
HTB 2-M20

H-300x150x6.5x9

bB300

H-300x150x6.5x9

bB300

H-450x200x8x13

bB450

1通り架構詳細図 1/30

特記外.1.鋼材材質: 無印
　印表示
　印表示

：SN490B
：SN490C

：SN400B

C

2.通しダイアフラムは、集合する梁における最大フランジ厚の2サイズアップ(6mm)以上、

集合する柱における最大板厚の1サイズアップ(3mm)以上、且つ目違いが生じないこと。

bFG11bFG11

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SB

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

700

Joint位置

700

Joint位置

1FL
設計GL

2FL

基礎下端

3
0
0
0

1
0
0

6
5
0

6
1
0
0

RFL（水下梁天端）

2
6
7
0

4
0

鉄骨梁天端

3
3
0

水上梁天端

HB1

HB1

（
λ
=
6
0
.
2
）

（
λ
=
6
0
.
2
）



博物館別館　目隠し壁詳細図 1:50
1:100

007
株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SB

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

28
00

95
0

65
0

65
0

55
0

1

2

3

4

5 6

7
8

9

11

10

13

12

水
勾
配
 
1/
20

2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000

2000
16000 ihgfedcba

2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000

2000
16000 ihgfedcba

1/50屋根伏図

特記なき限り下記による

 1.梁天端は水勾配とする。

 2. 印は水勾配を示す。

特記なき限り下記による

 2.BPL下端は設計GL-450とする。

1/50基礎伏図

 1.基礎下端は設計GL-800とする。

母屋
□-50x50x3.2 @650

bC
G
1
0
3

bC102

bC102

bC102

bC102
bC102 bC102

bC101

bC102 bC102

bC102

bC102

bC102

bC102

bC102

b
C
G
1
0
2

b
C
G
1
0
1

b
CG
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b
C
G
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0
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b
C
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b
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（
+
3
0
2
4
～
+
3
1
1
1
）

（
+
3
0
45
～
+
3
0
8
8
）

（
+
3
0
07
～
+
3
1
2
5
）

（
+
3
0
0
0～
+
3
1
3
0
）

（
+
3
0
0
1～
+
3
1
2
5
）

（
+
3
0
1
1
～
+
3
1
1
1
）

（
+
3
0
3
0
～
+
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）

 3.（　）内は設計GLからの梁天端レベルを示す。

A

B

コンクリート

構造仕様

Fc 21

スランプ 基礎15cm 地上18cm

セメントN

鉄　筋 SD295    D13～D16

長期設計地耐力 30 kN/m2

 4.片持ち梁と柱の接合部は、現場溶接とする。

bC101

bC101
bC101 bC101

bC101

bC101

bC101

bC101

bF101

bF101

bF101

bF101
bF101 bF101

bF101

bF101

bF101

bF102bF102
bF102

bF102

bF1
02

bF1
02

bF102
bF102

bF102

bF102

bF
10
2

bF102

bF102

20
1

A 断面図 1/30 B 断面図 1/30

設計GL

BPL下端4
5
0

30
0
0

1
3
0

3
1
3
0

8
0
0

b
C
1
0
1

H
-
1
7
5
x
1
7
5
x
7
.
5
x
1
1

CT-230～30x175x7x11

bCG101

2600

5
0

3
0
0

1
50

頭付スタッド　φ16 H=80

（2本×2段　計4本）

2
0
0 1
5
0

無収縮モルタル
t=50

5
0

1
5
0

D13@200

D13@200

1000 1000

2000

PL-12

設計GL

BPL下端4
5
0

1
0
0

2
6
0
0

8
0
0

5
0

3
0
0

5
0

1
5
0
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符 号

柱 脚

鉄骨柱リスト 1/30

1．使用鋼材はSS400規格品とする。

特記なき限り

bC101

備 考

B.PL

HOOP

根巻き部

備 考

主 筋

1　階

2. 内ダイアフラム　：集合する梁フランジ最大厚の1サイズ（3mm）アップ以上でSS400とする。

A.BOLT

-D13@100

16-D16

550

5
5
0

H-175x175x7.5x11

50

2-M20 L=400

B.PL-16x220x220

無収縮モルタル t=50

頂部HOOP　　-D13

50

220

1
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1
1
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120

bC102

4040

160

75
7
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1
5
0

80

備　考仕　口部　材符 号

1．使用鋼材は SS400規格品とする。鉄骨部材リスト 特記なき限り

2．鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする。

片持ち梁 CT-230～30x175x7x11溶接接合

カバーPL-6（両面） カバーPL-6（両面）
両面カバーPL-6

H-100x100x6x8

両面カバーPL-6

フック付、ダブルナット締め

500

5
0
0

2-M16 L=320

B.PL-16x160x150

無収縮モルタル t=50

フック付、ダブルナット締め

-D10@100

12-D16

頂部HOOP　　-D10

母屋 □-50x50x3.2 @650 G.PL-4.5   2-M12（中ボルト） STKR400

bCG101

bCG102

bCG103

CT-180～30x175x7x11

CT- 90～30x175x7x11

溶接接合

溶接接合
bF101

b
C
1
0
2

頭付スタッド　φ16 H=80

（2本×2段　計4本）

3．鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする。

bF102

1
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2
0
0 1
5
0

柱内はコンクリート充填不要柱内はコンクリート充填不要

HT1

F2
F1



博物館別館　既存RC壁改修図
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1/2001階RC壁改修キープラン
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既存躯体をはつる範囲
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700700

Fc24、スランプ15、セメントNコンクリート

鉄　筋 D10～D16：SD295

構造仕様

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SB

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

500

既存壁リスト

符　号 W15

水平断面

縦　筋

横　筋

D10@200（ダブルチドリ）

150

備　考

D10@200（ダブルチドリ）

7000

Y3 Y4

X1

既存躯体をはつる範囲を示す

既存鉄筋に傷をつけないように注意すること

開口補強筋 2-D13

1FL

設計GL

6
0
0

3
7
6
5

2FL

250

既存躯体残置面

既存躯体をはつる範囲を示す

既存鉄筋に傷をつけないように注意すること

L
2

L
2

開口補強筋 2-D13

350 1500 500

L2

L
2

L1

L1

Y3

既存鉄筋を示す

開口補強筋　2-D13

斜め補強筋
2-D13

開口補強筋
2-D13

L
2

L2

切断する鉄筋は躯体面から50mmの範囲をはつり鉄筋を切断した後
高強度モルタルにて補修を行い、設計かぶり厚を確保すること
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1/100地盤改良伏図
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特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 4.基礎梁天端は1FL-300とする。

 6.BPL下端は1FL-250とする。

 8.スラブ主筋方向はY方向（　  ）とする。

 9.立上り壁符号はcW18とする。

 7.スラブ天端は1FL-10とする。

1/1001階伏図
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1/100R階伏図

1/1002階伏図

特記なき限り下記による

 1.鉄骨梁天端は2FL-40とする。

 2.（　）内は2FLからの梁天端レベルを示す。

特記なき限り下記による

 1.梁天端は水勾配とする。

 2. 印は水勾配を示す。

 3.大梁継手位置は柱芯（取付く部材芯）より700とする。

 2.基礎下端は設計GL-1300とする。

株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3

A1
A3

番号

SC

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

車庫棟　伏図 1:100
1:200

001

根太
[ -150x75x6.5x10@1000

（
水
下
梁
天
端
）

R
F
L
（
水
上
梁
天
端
）

235

特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 2.　　印はコラム芯示す。

 5.支持層は頁岩とする。

 6.施工に先立ち試験掘を行うこと。

   その際、必ず土質サンプルを採取すること。

   （採取が困難な場合は無水掘とする。）

 7.改良コラム先端深さは先行コラムにて基準トルク値

   を決定し、基準トルク値程度となる深さを標準とする。

地盤改良天端コラム径 地盤改良想定先端深さ

1000φ 設計GL-1.35～1.55m

地盤改良仕様

設計GL-8.0m

本数

36

設計基準強度 Fc=800kN/m2

工法：ソイルセメントコラム工法

 4.＜　＞内数値は設計GLからの地盤改良天端を示す。

 4.　 印はタイトフレーム設置位置を示し、鉄骨小梁天端は鉄骨大梁天端+50とする。

   　 印は折板受けC-100x50x20x3.2の設置位置を示す。

1
3
6
0

1675

吹抜

吹抜

剛接合

水平ブレース
cHV20

 3.＜　＞内は設計GLからの基礎下端レベルを示す。

325

6
4
0

 3.大梁はノンブラケット工法とする。

ボ－リング No.6

 8.　　印は、ボーリング位置を示す。

 5.（　）内は1FLからの梁天端レベルを示す。

下部配管ピット
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 3.地盤改良天端は設計GL-1350とする。

1400

試験掘位置を示す（合計3ヶ所）

cB150

根太（2FL-80）
[ -150x75x6.5x10@1000

c
W
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cW15

ホイストレール鋼
I-200x100x7x10

2FL

PL-9
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2sPL-9x200x170
HTB 3-M20（@60）

※cCG300は継手なしとする
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特記なき限り下記による

 1.1FL=設計GL+100とする。

 2.基礎下端は設計GL-1300とする。

 5.基礎梁天端は1FL-300とする。

 4.B.PL下端は1FL-250とする。

 7.J 印はJoint位置を示す。

 8. 印は増打を示す。

 9.立上り壁はcW18とする。
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株式会社

種別

作成日

縮尺

担当

図面名

設計番号 工事名称

一級建築士事務所

建設コンサルタント

設備設計一級建築士第5468号　脇田 隆雅

法適合確認結果等：設備関係規定に適合することを確認した

福岡県知事登録　第1-11146号

登録番号    建01第843号

総括

構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司

法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した

鞍手町庁舎等建設工事04453-010

2022.3
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番号
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統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

車庫棟　軸組図 1:100
1:200
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10.　　　,　　は開口補強材2C-100x50x20x2.3を示す。

cHB148 cHB148 cHB148

cHB148 cHB148

cHB148
cHB148

cHB148

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

cP150

3
2
2

cP150 cP150 cP150

cCG3001
1
2
5

2C-100x50x20x2.3

2C-100x50x20x2.32C-100x50x20x2.32C-100x50x20x2.3

cP150cP150
cHB1482C-100x50x20x2.3

2C-100x50x20x2.3

cF3

 6.（　）内は1FLからの梁天端レベルを示す。

cF1 cF2
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＜-1500＞

 3.＜　＞内は設計GLからの基礎下端レベルを示す。
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車庫棟　基礎・基礎梁リスト 1:50
1:100
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基礎リスト 1/50

設計GL

上端筋 下端筋

(各共通)

5
0
0

5
0

8
0
0

13
0
0

cF2

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ(各共通)

柱状改良 φ1000

(各共通)

2
0
0
0

1
0
0
0

1500 1500

3000

下端筋 16-D16

下
端
筋
1
1
-
D
1
9

1
0
0
0

5
0
0

5
0

8
0
0

13
0
0

15d

D13@300

基礎梁リスト 
2.

特記外.1. 幅止め筋 　  D10@1000以内とする。1/50

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

1FL

使用鉄筋は、D16以下：SD295規格品、D22：SD345規格品とする。

基礎小梁リスト
2.

特記外.1. 幅止め筋 　  D10@1000以内とする。1/50
使用鉄筋は、D16以下：SD295規格品、D22：SD345規格品とする。

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

4-D13

-D13@200

cFG1
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400

版　厚符　号 位　置
端　部

短辺方向

中　央 端　部

長辺方向

中　央
備　考

cFS1
下端筋

上端筋

スラブリスト 特記なき限り ・地業　捨てコンｔ=50、砕石ｔ=60とする。
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端　部

500

5-D25

8-D25

 5-D25

10-D25

4-D13

-D13@200

1
0
0
0

中　央

cFG12

端　部

500

5-D25

5-D25

5-D25

7-D25

4-D13

-D13@200

1
0
0
0

2 端

8
0
0

中　央2 端

400

5-D22

5-D22

全断面

8
0
0

5-D22

5-D22

2-D13

-D10@150

cFB3

400
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cF3

3 端

8
0
0

5-D22

5-D22

cFB2

2-D13

-D10@150

2
0
0
0

1
0
0
0

475 1525

2000

下端筋 11-D16

下
端
筋
1
1
-
D
1
9

1
0
0
0

5
0
0

5
0

1
0
0
0

1
5
0
0

15d

D13@300

D13@300

3
0
0

6
4
0

1
3
6
0

1000 1000

中　央

cFG12A

端　部

500

5-D25

5-D25

5-D25

7-D25

8-D19（L2定着）

-D13@100

1
0
0
0

5
0
0

cF1

2
0
0
0

1
0
0
0

1000 1000

2000

下端筋 11-D16

下
端
筋
1
1
-
D
1
6

1
0
0
0

15d

D13@300

D13@300 D13@300

（20d立ち上げ）

（
2
0
d
立
ち
上
げ
）

配管ピット配筋図 1/30

※屋外に面するスラブの設計かぶり厚さは40mm、
下端筋用バ－型スペ－サ－

上端筋用バ－型スペ－サ－

t

※
3
0

5
0

壁リスト 1/30特記外.1.断面は水平断面とする。

符　号

位　置

断　面

縦　筋

横　筋

幅止め

壁　厚

開　口

補強筋

縦　筋

横　筋

斜　筋

cW18

全断面

D10@200（ダブル）

D10@200（ダブル）

D10＠1000

-

180

-

-

180

立上り壁配筋図 1/30

1
0
0

1
0
0
0

5
0
0

500

b

a

c

1FL

a SEC. b SEC. c SEC.

200200

設計GL

2
0
0

打継面

2
0
0

打継面

-D13@200

縦筋D13@200
横筋D13@200

2-D13

D13@200
D13@200

D13@200

D13

L
2

2-D13

D13@200
D13@200

L2 L2

2000 2000

10
01FL

設計GL

6
0
0

150180

L
2

2-D13

D13@200
D13@200

D13

D13@200
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登録番号    建01第843号
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構造設計一級建築士第5334号　檜垣 進司
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A1
A3

番号

SC

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

車庫棟　鉄骨部材リスト 1:30
1:60

004

符 号

柱 脚

鉄骨柱リスト 1/30

1．使用鋼材はBCR295規格品とする。

特記なき限り

cC1

備 考

B.PL

HOOP

根巻き

備 考

2．通しダイアフラム：集合する梁フランジ最大厚の2サイズ（6mm）アップ以上かつ

主 筋

2　階

　　　　　　　　　　 接合する柱材の1サイズ（3mm）アップ以上でSN490Cとする。

3. 内ダイアフラム　：集合する梁フランジ最大厚の1サイズ（3mm）アップ以上でSN490Cとする。

根巻き柱脚要領図 1/30

A.BOLT

鉄骨大梁リスト

cG1符 号
階

R　階

-D13@100

12-D19

550

5
5
0

全断面 H -244x175x 7x11
□-250x250x12

150

4-M20（ABR400） L=400

B.PL-16x300x300（SN490B）

無収縮モルタル t=50

cG11

全断面 H -244x175x 7x11

符 号

柱 脚

鉄骨間柱リスト 1/30

1．使用鋼材はSS400規格品とする。

特記なき限り

備 考

B.PL

断 面

A.BOLT

接合部1　階 □-250x250x12

座屈止め要領図

H/2

小梁
ct1
[ -125x65x6x8（SS400）

小梁HTB 2-M20
G.PL-9

備　考仕　口部　材符 号

1．使用鋼材は SS400規格品とする。鉄骨部材リスト 特記なき限り

小　梁

2．使用H.T.BはS10T認定品とする。

cB148 H-148x100x  6x 9 G.PL- 9   HTB  2-M20

cB294 G.PL- 9   HTB  3-M20H-294x200x  8x12

水平ブレース cHV20

開口補強材 2C-100x50x20x2.3

1-M20（ターンバックル付） G.PL- 9   HTB  1-M20

根太 [ -150x75x6.5x10 @1000 G.PL- 9   HTB  2-M16

座屈止め [ -125x65x6x8

横胴縁 C-100x50x20x2.3 @600

G.PL- 9   HTB  2-M20

G.PL-6   2-M12（普通ボルト）

ct1

H/2
H

H/2

H/2
H

SSC400

cP150

H-150x75x5x7

G.PL-9  HTB 2-M16

100

200

50 50

2
0
0

1
0
0

1
0
0

2-M16（L=320）

B.PL-12x200x200

無収縮モルタルt=50

フック付ダブルナット締め

cB200 H-200x100x5.5x 8 G.PL- 9   HTB  2-M20

cP100要領図 1/30

1
0
0

4
0

4
0

cP100
[ -100x50x5x7.5（SS400）

HTB 2-M20
G.PL-9 PL-9

2　階
全断面 H -294x200x 8x12 全断面 H -294x200x 8x12

cB150 H-150x 75x  5x 7 G.PL- 9   HTB  2-M20

cB244 H-244x175x  7x11 G.PL- 9   HTB  2-M20

cB300 G.PL- 9   HTB  3-M20H-300x150x6.5x 9

HTB 2-M16
G.PL-6

頭つなぎ
[ -100x50x5x7.5（SS400）

G.PL-4.5   2-M12（普通ボルト） SSC400

耐風梁 H-148x100x  6x 9（横使い） G.PL-9   2-M16cHB148

1FL

3
0
0

6
0
0

L
2

2
0
0

450
（@150）

2
5
0

頭付スタッド　φ16 H=80

（4本×4段　計16本）

  -D13

□-D13@100

頂部180°フック

頂部HOOP　　-D13

150

300

1
5
0

1
5
0 3
0
0

5
0

5
0
2
0
0

3
0
0

5050200

300

定着板 PL-12x60x60（SS400）

アンカ－ボルト詳細図 1/30

B.PL下端

5
0

L

定着板天端
定着板

無収縮モルタル
t=50

柱・胴縁取合要領図 1/10

大梁小梁
ct2
[ -125x65x6x8（SS400）G.PL-12

HTB 2-M20

根巻き

主 筋

HOOP

備 考
1
8
0
1
7
0

250以上

D16@200

主筋は基礎梁内にL2定着とする

-D10@150

[ -125x65x6x8 G.PL-12   HTB  2-M20ct2

7
5

屋根溝水溝受け 1/20

40
P

2W.J.PLs

高力ボルトの諸規定は、下表による

ピッチ エッジ 孔径種別

（JSS Ⅱ 09 規格品・トルシア形特殊高力ボルト）

60

21.5φ

F10T M22

M20

M16

40 23.5φ

17.5φ

大梁継手表

F.J.PL(A)
2F.J.PLs(B)

・下表のＷ.H.T.Bの本数は、JOINTする片側の梁のウェブに必要な本数とする。

・継手はSCSS-H97に準拠する。

・下表のF.H.T.Bの本数は、JOINTする片側の梁の１フランジに必要な本数とする。

・使用H.T.BはS10T認定品とする。外部鉄骨は溶融亜鉛メッキとし、

・使用鋼材は、SN400B規格品とする。

60

60

40

40

PH H.T.B. e

6540

e
e
P

P
〃

〃

H

105

※ガセットの角部を

  溶接で欠損しないこと。

  UT対象外とする。

※ウェブの現場溶接部は、

1
03
5

1
0

35

4065

7

5
1
1

35°

45°

294 1202-M20 87

※注記
P2e2

G.PL-16以下は隅肉溶接

G.PL-19は部分溶込み溶接

G.PL-22以上は完全溶込み突合せ溶接

e2

Hw2

P
1

e
1

H
w
1

e
1

ノンブラケットタイプ［ウェブ（HTB+現場溶接）］

ノンブラケットタイプ［ウェブ（HTBのみ）］

A

C

B
詳細A

工場溶接

現場溶接

詳細B

G.PL-16

詳細C

P
1

P
1

P
1
P
1

※注記

G.PL

ブラケットタイプ ノンブラケットタイプ

　H.T.BはF8Tメッキボルト認定品とする。

梁中央部主材

F.J.PL(A) 2W.J.PLs

フランジ

P W.HTB

ウェブ

F.HTB2F.J.PLs(B)

ブラケットタイプ

<タイプA>

<タイプB>

G.PL

・タイプAを標準とする。タイプBを採用する場合は継手耐力検討を行い、監理者の確認を得ること。

使用鋼材 無印：SN400B規格品

244 902-M20 77

・スプライスプレートの材質は母材材質に同等とする。

H -244x175x 7x11  9x175x290  9x140x170 60 2x1-M204-M20 9x 70x290

6040

125～200

フランジ幅200シリーズ

4045

150

35

35

40

40

フランジ幅300シリーズ

備 考

1．使用鋼材は SN400B規格品とする。特記なき限り

cCG300

全断面 H -300x150x6.5x9

GPL

9

9

開口補強脚部要領 1/20

2F跳ね出し部支持材要領図 1/20

鉄骨小梁接合部要領図 1/20

PL-6
PL-6

[ -125x65x6x8（SS400）@1000

F2

F2

F2

a

a SEC.

C-100x50x20x2.3
胴縁

1
0
0

125胴縁面

PL-6

1
2
5

1
0
0

※R部は溶接しないこと PL-6

40

3030
10

40

3030

F2

PL-9

[ -100x50x5x7.5（SS400）

先端つなぎ[ -100x50x5x7.5（SS400）
G.PL-6 HTB 2-M16（S10T）

F1

F1

G.PL-4.5
2-M12（普通ボルト）

75150

180

2C-100x50x20x2.3

a

a SEC.

15075

225

3
0
8
0
3
0

1
4
0

A.BOLT 2-M12（L=240）

B.PL-12x225x140

ダブルナット締め

406040

4
0
4
0

5
0

G.PL-9
HTB 2-M20

G.PL-9
HTB 2-M20（cB200,cB244）
HTB 3-M20（cB300,cB294）

4040

4
0

4
0

6
0

cB148・cB150

その他小梁
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番号
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統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹
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車庫棟　4通り鉄骨架構詳細図 1:30
1:60

005

cF1 cF3

B

7800

A

4通り架構詳細図 1/30

特記外.1.鋼材材質: 無印
　印表示：SN490C

：SN400B
C

2.通しダイアフラムは、集合する梁における最大フランジ厚の2サイズアップ(6mm)以上、

集合する柱における最大板厚の1サイズアップ(3mm)以上、且つ目違いが生じないこと。

1FL
設計GL

2FL

基礎下端

3
7
0
0

1
0
0

1
5
0
0

6
3
5
0

RFL（水上梁天端）

2
5
5
0

4
0
0

4
0

2
3
5

鉄骨梁天端

水下梁天端

cFG11

c
C
1

□
-
2
50
x
2
5
0
x
1
2

c
C
1

□
-
2
50
x
2
5
0
x
1
2

PL-19C

PL-19C

PL-19C

PL-19C

PL-19C

PL-19C

H-294x200x8x12

cG11

H-244x175x7x11

cG11

 F.PL -9x175x290
2F.PLs-9x 70x290
HTB 4-M20

c
C
1

□
-
2
5
0
x
2
5
0
x
1
2

c
C
1

□
-
2
5
0
x
2
5
0
x
1
2

PL-19C

CPL-19

2W.PLs-9x140x170
HTB 4-M20

G.PL- 9x200x90
HTB 3x1-M20

700

Joint位置

700

Joint位置

HB1

HB1 HB1

HB1

（
λ
=
5
9
.
6
）

（
λ
=6
2
.
2
）

（
λ
=6
2
.
2
）

（
λ
=
5
9
.
6
）
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法適合確認結果等：構造関係規定に適合することを確認した
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A1
A3

番号

SC

統括       一級建築士　第336340号　篠原 正樹

構造設計者 一級建築士　第339064号　福ケ迫 道眞

車庫棟　鉄骨階段詳細図 1:30
1:60

006

1
0
0

1
0
0
0

7800

75 75150

300

2525025

110750

2FL

b SEC.

PL-4.5

グラインダー仕上げ

根太
L-65x65x6（@500）

内 PL-16x220
外 PL-16x250

無収縮モルタル
t=30

b

1FL

B.PL-19x300x140
A.Bolt 2-M20 L=400
フック付　ダブルナット締め

G.PL-16
HTB  2-M20

RFL

BA

1500

4

530110 750 110

1500

4

530110 750 110

屋根伏図 1/30 階段伏図 1/30

a

c SEC.

a SEC.

c

d

1616

110 110750

1616

PL-4.5PL-4.5

a

c

d

d SEC.

ササラ　PL-16x250

3
70
0

設計GL

2
5
5
0

5
0
9
0

1
4
0

6
2
0

6
2
0

6
20

6
4
0

6
0
0

1
0
3
0

6
2
0

6
2
0

6
20

6
4
0

6
0
0

1
0
3
0

特記なき限り下記による

 1.

 2. 印は□-40x40x2.3を示す。

印はPL-16x250を示す。

特記なき限り下記による

 1. 印は□-40x40x2.3を示す。

5
6
0

8
8
0

8
8
0

8
8
0

8
8
0

8
8
0

8
8
0

8
8
0

3
2
0

110750

1616

PL-4.5

e SEC.

110

e

530

本体接続部

外
壁
面

2
0
0

PL-16

G.PL-6x140x65
普通ボルト2-M12

3
0

3
2
2

本体接続部要領 1/10

f

1
2
0

構造仕様

材質 PL、型鋼・・・SS400

角形鋼管・・・STKR400

HTB・・・F8T溶融亜鉛めっきボルト

アンカーボルト・・・SS400

鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする

G.PL-6x180x65
普通ボルト2-M12

1
2
0
0

A B C

6
0

PL-6

530

外
壁
面

3
0

3
0

補剛PL-6x100

G.PL-6x120x65
普通ボルト2-M12

Rib.PL-6

A 部詳細図

6
0

PL-6

530

外
壁
面

3
0

3
0

補剛PL-6x100

G.PL-6x120x65
普通ボルト2-M12

Rib.PL-6

B 部詳細図

6
0

PL-6

530

外
壁
面

3
0

3
0

補剛PL-6x100

G.PL-6x120x65
普通ボルト2-M12

Rib.PL-6

C 部詳細図
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